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国
際
医
療
福
祉
大
学
は
四
月
四
日
、
東
京

赤
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
設
記
念
式
典
を
同
キ

ャ
ン
パ
ス
内
の
講
堂
で
開
催
し
た
。
式
典
に

は
地
元
港
区
民
を
始
め
、
各
国
大
使
館
か
ら

大
使
や
外
交
官
、
病
院
団
体
・
職
能
団
体
、

医
療
関
係
企
業
、
マ
ス
コ
ミ
の
ト
ッ
プ
ら
約

五
〇
〇
人
が
参
加
し
た
。
 

　
同
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
港
区
が
旧
赤
坂
小
学

校
の
跡
地
に
大
学
を
誘
致
す
る
た
め
の
公
募

を
行
い
、
本
学
が
選
定
さ
れ
、
今
年
四
月
か

ら
開
設
。
赤
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
は
「
心
理
学
科
」

と
「
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
」
、
「
大
学

院
」
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
大
学
院
に
新
し

く
設
置
し
た
医
学
研
究
科
の
中
に
は
医
学
専

攻
と
、
公
衆
衛
生
学
専
攻
を
新
設
し
た
。
 

　
式
典
で
は
本
学
の
高
木
邦
格
理
事
長
が
式

辞
の
な
か
で
、
「
医
療
福
祉
施
設
や
そ
れ
に

関
連
す
る
会
社
、
行
政
で
活
躍
す
る
人
材
を

育
成
す
る
学
科
が
少
な
く
、
本
学
で
は
こ
の

東
京
の
中
心
地
で
、
新
た
に
学
部
と
大
学
院

が
一
体
と
な
っ
た
教
育
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
」
と
語
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
「
今
後

も
港
区
の
皆
様
と
協
力
し
な
が
ら
、
教
育
・

研
究
の
拠
点
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と

地
元
に
根
ざ
し
た
取
り
組
み
に
向
け
て
決
意

を
述
べ
た
。
 

　
続
け
て
矢

義
雄
総
長
が
「
大
学
院
は
八

〇
〇
人
近
い
院
生
が
医
学
・
医
療
の
分
野
で

最
先
端
の
研
究
に
取
り
組
み
、
知
の
拠
点
と

し
て
実
績
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
」
と
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
「
地
域
と
の
連
携
と
貢
献
」

を
重
視
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
 

　
来
賓
を
代
表
し
て
、
港
区
の
武
井
雅
昭
区
長
、

神
奈
川
県
の
黒
岩
祐
治
知
事
、
全
日
本
病
院

協
会
の
猪
口
雄
二
会
長
、
日
本
理
学
療
法
士

協
会
の
半
田
一
登
会
長
、
大
岡
秀
朗
氏
が
登
壇
。

武
井
区
長
は
「
高
度
な
医
療
専
門
職
を
養
成

さ
れ
、
日
本

の
医
療
界
に

大
き
く
貢
献

さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。
そ

う
し
た
施
設

が
こ
こ
赤
坂

に
誕
生
し
た
こ
と
は
、
地
元
の
区
長
と
し
て

心
か
ら
歓
迎
し
ま
す
。
若
い
有
能
な
方
々
が

新
た
な
活
力
を
こ
の
街
に
も
た
ら
し
、
街
の

発
展
の
た
め
に
、
共
に
活
躍
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
大
い
に
願
い
ま
す
」
と
述
べ
、
黒
岩

知
事
は
知
事
就
任
前
に
本
学
で
教
鞭
を
取
っ

て
い
た
こ
と

を
自
己
紹
介

し
な
が
ら
、

「
神
奈
川
県

は
未
病
改
善
、

健
康
寿
命
を

延
ば
し
て
い

こ
う
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
施
中
。
こ
の

思
い
は
国
際
医
療
福
祉
大
学
の
理
念
に
合
致

し
て
い
る
。
東
京
、
神
奈
川
で
連
携
し
な
が

ら
、
す
ば
ら
し
い
医
療
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
歴

史
を
共
に
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
呼
び
か
け

た
。
 

　
猪
口
会
長

は
「
高
齢
者

が
増
え
続
け

る
日
本
で
医

療
・
介
護
を

支
え
る
大
き

な
ツ
ー
ル
が
I
C
T
で
あ
り
A
I
。
I
C
T

も
A
I
も
使
い
、
人
の
管
理
も
で
き
る
効
率

的
な
運
営
が
で
き
る
人
材
の
育
成
に
期
待
し

て
い
る
」
と
説
明
。
半
田
会
長
も
「
こ
れ
か

ら
は
　
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
方
々
に
必
要
な
の

は
国
際
性
と

質
の
向
上
で

す
。
チ
ー
ム

医
療
の
根
幹

と
し
て
、
す

べ
て
の
医
療

職
の
質
を
あ

げ
て
、
国
際
性
を
立
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
力
を
貸
し
て

い
た
だ
き
、
前
に
進
め
て
い
き
た
い
」
と
、

本
学
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
へ
強
い
期
待

を
示
し
た
。
 

　
大
岡
氏
は
「
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
は
、

も
と
も
と
大
岡
越
前
守
の
屋
敷
跡
で
す
。
越

前
守
の
政
治
の
根
本
に
は
、
『
す
べ
て
の
方
々

に
等
し
く
あ

ま
ね
く
、
社

会
の
仕
組
み

を
提
供
し
、

み
ん
な
で
幸

せ
に
な
っ
て

い
た
だ
く
』

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ま
さ
し

く
『
医
療
と
福
祉
』
。
そ
こ
に
着
目
し
た
人

間
が
住
ん
で
い
た
こ
の
地
に
、
国
際
医
療
福

祉
大
学
が
新
た
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
し
た

こ
と
に
は
、
不
思
議
な
縁
を
感
じ
て
お
り
、

非
常
に
有
難
く
感
じ
て
い
る
。
み
な
さ
ま
に

と
っ
て
意
義
深
い
使
わ
れ
方
に
巡
り
合
っ
た

こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
」
と
話
し
た
。
 

　
式
典
後
、
同
キ
ャ
ン
パ
ス
の
二
階
カ
フ
ェ

テ
リ
ア
で
祝
賀
会
を
開
き
、
北
島
政
樹
副
理

事
長
・
名
誉
学
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
赤
坂

氷
川
山
車
保
存
会
の
石
渡
光
一
理
事
長
が
キ

ャ
ン
パ
ス
の
正
面
玄
関
に
氷
川
山
車
を
常
設

展
示
し
て
い
る
こ
と
へ
の
謝
辞
を
述
べ
、
赤

坂
一
ツ
木
町
会
の
出
野
泰
正
会
長
が
「
赤
坂

と
と
も
に
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」

と
の
祝
辞
を
述
べ
た
。
港
区
議
会
の
池
田
こ

う
じ
議
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
賀
会
も
和
や

か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
執
り
行
わ
れ
た
。
 

 

　
お
か
げ
さ
ま
で
本
日
無
事
に
東
京
赤
坂
キ
ャ

ン
パ
ス
の
開
設
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

近
隣
の
皆
様
方
に
は
、
工
事
期
間
中
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
二
年
程
度
Ⅱ
期
工

事
が
続
き
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
施
工
会
社
に
は
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。
港
区
の
皆
様
に
は
こ
れ

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
ご
指
導
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

あ
ら
た
め
ま
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
私
は
福
岡
の
出
身
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
麻
布

高
校
を
卒
業
し
、
昭
和
五
三
年
か
ら
八
年
間
、

こ
こ
か
ら
一
、
二
分
の
所
に
ご
ざ
い
ま
す
山
脇

学
園
の
隣
に
住
ん
で
お
り
ま
し
た
。
こ
の
周
辺

を
散
歩
し
て
は
素
晴
ら
し
い
所
だ
と
感
じ
て
お

り
ま
し
た
。
現
在
も
青
山
に
在
住
し
て
お
り
、

第
二
の
故
郷
と
し
て
港
区
に
は
大
変
愛
着
が
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
私
は
国
際
医
療
福
祉
大
学

の
ほ
か
山
王
病
院
の
理
事
長
も
務
め
て
お
り
、

こ
の
港
区
に
は
現
在
約
二
四
〇
〇
人
の
職
員
が

働
い
て
お
り
ま
す
。
 

　
国
際
医
療
福
祉
大
学
の
大
学
院
キ
ャ
ン
パ
ス
は

も
と
も
と
青
山
一
丁
目
に
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
港

区
が
旧
赤
坂
小
学
校
の
跡
地
に
大
学
を
誘
致
す
る

た
め
の
公
募
を
知
り
応
募
し
た
結
果
、
わ
た
く
し

ど
も
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
評
価
い
た
だ
き
、
本

学
の
採
択
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
土
地
が

大
岡
越
前
守
の
お
屋
敷
の
跡
地
と
知
り
、
本
日
ご

臨
席
の
大
岡
様
が
、
私
の
家
内
の
大
学
の
同
級
生

で
結
婚
式
に
も
お
越
し
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
ご
縁
に
大
変
驚
き
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
設
計
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
な
か
、

二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
建
築
の
見
積

り
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
建
築
費
用
が
二
･
五
倍
に

膨
ら
ん
だ
り
し
、
建
設
会
社
が
な
か
な
か
決
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
地
主
で

も
あ
る
奥
村
組
様
が
建
設
を
お
引
き
受
け
い
た

だ
き
、
こ
の
た
び
無
事
に
完
成
に
至
り
ま
し
た
。
 

　
国
際
医
療
福
祉
大
学
は
医
師
以
外
の
専
門
職

の
育
成
と
地
位
の
向
上
を
め
ざ
し
、
一
九
九
五

年
に
栃
木
県
大
田
原
市
に
開
学
し
た
日
本
初
の

医
療
福
祉
の
総
合
大
学
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
約
二
三
〇
〇
〇
人
の
卒
業
生
を
輩
出
し
、

戦
後
の
新
設
校
の
中
で
も
有
数
の
大
学
と
い
う

一
定
の
評
価
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
実
績
が
評
価
さ
れ
、
昨
年
成

田
市
に
国
際
的
な
教
育
を
行
う
医
学
部
を
新
設

い
た
し
ま
し
た
。
 

　
赤
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
は
「
心
理
学
科
」
と
「
医

療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
」
、
「
大
学
院
」
で
構

成
し
て
お
り
ま
す
。
大
学
院
に
新
し
く
設
置
し

た
医
学
研
究
科
の
中
に
は
、
医
学
専
攻
と
、
公

衆
衛
生
学
専
攻
を
新
設
い
た
し
ま
し
た
。
公
衆

衛
生
学
専
攻
は
政
府
の
要
請
も
あ
り
、
成
田
キ

ャ
ン
パ
ス
と
連
携
し
な
が
ら
、
世
界
的
な
公
衆

衛
生
大
学
院
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
本
学
で
初
め
て
の
設
置
と
な
る
「
心
理
学
科
」

は
通
常
、
文
科
系
の
中
に
つ
く
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
本
学
で
は
現
役
の
医
師
が
教

員
と
し
て
多
数
在
籍
し
、
医
療
に
強
い
心
理
学

科
を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。
「
医
療
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
学
科
」
は
、
わ
が
国
の
医
療
費
・
介
護
費

全
体
で
約
五
二
兆
円
、
医
療
福
祉
分
野
に
勤
め

る
方
が
約
四
〇
〇
万
人
い
る
な
か
、
医
療
福
祉

施
設
や
そ
れ
に
関
連
す
る
会
社
、
行
政
で
活
躍

す
る
人
材
を
育
成
す
る
学
科
が
少
な
く
、
本
学

で
は
こ
の
東
京
の
中
心
地
で
、
新
た
に
学
部
と

大
学
院
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
 

　
一
〇
〇
〇
人
収
容
の
講
堂
は
学
会
や
研
修
会

の
開
催
の
ほ
か
、
学
内
で
使
用
し
て
い
な
い
と

き
に
は
地
域
の
方
々
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
た

ら
幸
い
で
す
。
 

　
本
日
は
氷
川
山
車
保
存
会
の
方
々
に
も
多
数

お
越
し
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
の
皆

様
が
大
切
に
守
っ
て
こ
ら
れ
た
氷
川
山
車
を
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
横
に
常
設
展
示
し
、
い

つ
で
も
目
に
触
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
い
た

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や

国
際
交
流
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、
港
区
で
５
番
目

と
な
る
病
児
保
育
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
二

〇
二
〇
年
完
成
の
Ⅱ
期
棟
に
開
設
を
予
定
し
て

い
る
こ
ど
も
園
と
合
わ
せ
て
、
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
と
幸
い
で
す
。
 

　
赤
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
設
に
あ
た
り
ま
し
て

は
防
災
を
重
視
い
た
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
で
は
、
本
学
の
栃
木
県
内
の
各
施
設
も
被
災

し
ま
し
た
が
、
最
も
甚
大
に
被
災
し
た
東
北
地

方
に
、
延
べ
数
千
人
に
わ
た
る
学
生
や
教
職
員

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

経
験
か
ら
、
大
学
院
に
災
害
医
療
分
野
を
開
設

い
た
し
ま
し
た
。
万
が
一
の
災
害
時
に
は
帰
宅

困
難
者
を
受
け
入
れ
、
港
区
の
防
災
倉
庫
も
設

置
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
は
、
七
二
時

間
の
非
常
用
電
源
設
備
を
完
備
し
て
お
り
、
山

王
病
院
と
と
も
に
完
全
な
免
震
構
造
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
赤
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
と
三
田
病
院
、

山
王
病
院
が
連
携
し
、
港
区
に
お
け
る
防
災
拠

点
と
し
て
も
機
能
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
わ
た
く
し
ど
も
の
グ
ル
ー
プ
は
、
一
一
〇
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
高
邦
会
の
「
生
命
の
尊
厳
、

生
命
の
平
等
」
と
い
う
理
念
と
、
国
際
医
療
福

祉
大
学
の
「
共
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
す
」
と

い
う
建
学
の
精
神
を
ベ
ー
ス
に
、
今
後
も
港
区

の
皆
様
と
協
力
し
な
が
ら
、
教
育
・
研
究
の
拠

点
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご

指
導
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。（
要
約
） 

高
木
　

邦
格
 

赤
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
式
典
式
辞
 

学
校
法
人
 

国
際
医
療
福
祉
大
学
 

理
事
長
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東
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式
典
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東
京
赤
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
式
典
 

外
　
須
美
夫
　
　
副
学
長
・
九
州
地
区
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
長
 

野
呂
　
千
鶴
子
　
保
健
医
療
学
部
 
看
護
学
科
長
 

阿
部
　
晶
子
　
　
保
健
医
療
学
部
 
言
語
聴
覚
学
科
長
 

松
谷
　
美
和
子
　
成
田
看
護
学
部
　
学
部
長
 

城
間
　
将
江
　
　
成
田
保
健
医
療
学
部
　
学
部
長
 

長
沢
　
光
章
　
　
成
田
保
健
医
療
学
部
　
医
学
検
査
学
科
長
 

高
橋
　
泰
　
　
　
赤
坂
心
理
・
医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
　
学
部
長
 

中
田
　
光
紀
　
　
赤
坂
心
理
・
医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
　
心
理
学
科
長
 

小
畑
　
洋
一
　
　
赤
坂
心
理
・
医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
　
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
長
 

工
藤
　

　
　
　
福
岡
保
健
医
療
学
部
　
学
部
長
 

岩
本
　
俊
彦
　
　
塩
谷
看
護
専
門
学
校
　
学
校
長
 

 平
成
三
〇
年
度
　学
部
入
学
式
並
び
に
大
学
院
入
学
式
 

国
際
ト
ピ
ッ
ク
ス
 

平
成
二
九
年
度
　
学
部
・
大
学
院
　
学
位
記
授
与
式
 

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ
 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
 

キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ス
１
　
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
紹
介
　
特
別
編
 

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
医
科
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
／
第
八
回
高
校
生
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
受
賞
者
が
ベ
ト
ナ
ム
医
療
福
祉
体
験
ツ
ア
ー
に
参
加
／
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、ナ
ン
ヤ
ン
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ

ク
の
学
生
及
び
教
員
研
修
を
実
施
／
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
研
修
生
受
入
れ
 

東
京
赤
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
／
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
／
成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
／
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
／
 

福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
・
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
／
塩
谷
看
護
専
門
学
校
 

平
成
三
〇
年
度
　
学
部
新
入
生
・
大
学
院
新
入
生
概
要
 

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
／
塩
谷
看
護
専
門
学
校
／
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
／
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
・
福
岡
キ
ャ

ン
パ
ス
／
大
学
院
 

医
療
福
祉
学
研
究
科
／
薬
学
研
究
科
　
博
士
課
程
修
了
者
・
論
文
博
士
合
格
者
一
覧
 

卒
業
生
総
代
／
大
学
院
総
代
／
学
長
賞
／
大
学
院
長
賞
 

海
外
保
健
福
祉
事
情
 

韓
国
テ
グ
ハ
ニ
大
学
研
修
生
受
入
 

小
鍛
冶
さ
ん
全
日
本
学
生
ス
ノ
ボ
二
連
覇
 

塩
谷
病
院
／
熱
海
病
院
／
市
川
病
院
／
三
田
病
院
／
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
／
山
王
病
院
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
／
ベ
ト
ナ
ム
／
タ
イ
／
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
 

コ
ニ
ャ
ン
大
学
受
入
研
修
／
福
岡
市
介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
／
 

公
開
講
座
〜
糖
尿
病
予
防
セ
ミ
ナ
ー
〜
 

成
田
国
際
高
等
学
校
と
高
大
連
携
に
関
す
る
協
定
に
調
印
／
医
学
部
一
年
生
が
ウ
ェ
ル
カ
ム
 

B
L
S
講
習
を
受
講
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
寄
贈
 

 

●大学院新入生代表 沢谷洋平さん 
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大
　
川
 

福
　
岡
 

成
　
田
 

大
田
原
 

（
広
報
 
金
井
雅
之
）
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●「新入生誓いのことば」を述べる３人。右から、福來里美さん（作業療法学科＝木更津高等学校出身）、 
　河口奈々桜さん（医学科＝白陵高等学校出身）、チャン フエ アインさん（医学科・留学生＝ベトナム） 

●勝亦さんによる新入生誓いの言葉 

●学部新入生代表 豊田早織さん 

Entrance Ceremony Entrance Ceremony

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 

　
四
月
三
日
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

「
平
成
三
〇
年
度
　
学
部
入
学
式
並
び
に
大
学

院
入
学
式
」
を
行
っ
た
。
 

　
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
校
歌
『
未
来
（
あ

す
）
へ
の
扉
』
の
斉
唱
に
続
き
、
大
友
邦
学
長
、

三
浦
総
一
郎
大
学
院
長
が
式
辞
を
述
べ
た
。
 

　
大
友
学
長
は
「
何
と
言
っ
て
も
一
番
大
切
な

の
は
ご
自
分
の
本
当
の
気
持
ち
、
そ
し
て
お
一

人
お
一
人
の
将
来
と
未
来
で
す
」
と
強
調
し
て
、

「
迷
っ
た
と
き
は
、
本
当
の
と
こ
ろ
自
分
は
ど

う
し
た
い
の
か
、
し
っ
か
り
自
ら
に
問
い
か
け

て
、
次
の
歩
み
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。
ご
自
分

の
気
持
ち
、
将
来
、
未
来
を
大
切
に
す
る
こ
と

は
周
囲
の
お
友
達
の
気
持
ち
、
将
来
、
未
来
を

大
切
に
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
す
」

と
呼
び
か
け
た
。
続
い
て
、
三
浦
大
学
院
長
は

「
医
学
・
医
療
の
分
野
は
、
ま
さ
に
日
進
月
歩
」

で
あ
る
こ
と
指
摘
し
、
新
入
生
に
「
ど
こ
か
ら

来
た
か
で
は
な
く
、
ど
こ
へ
行
く
か
が
最
も
重

要
で
価
値
の
あ
る
こ
と
だ
。
栄
誉
は
そ
の
点
か

ら
与
え
ら
れ
る
。
絶
え
ず
進
め
。
よ
り
遠
く
へ
。

よ
り
高
み
を
目
指
せ
」
と
、
ニ
ー
チ
ェ
の
言
葉

を
贈
っ
た
。
 

　
来
賓
を
代
表

し
て
、
大
田
原

市
の
津
久
井
富

雄
市
長
、
栃
木

県
知
事
代
理
の

山
本
圭
子
保
健

福
祉
部
部
長
か

ら
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
。
 

　
こ
れ
を
受
け
て
、

学
部
新
入
生
を

代
表
し
て
豊
田

早
織
さ
ん（
医
療

福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
学
科
）
と

大
学
院
新
入
生

を
代
表
し
て
沢

谷
洋
平
さ
ん
（
医

療
福
祉
学
研
究

科
博
士
課
程
）

が
「
新
入
生
誓

い
の
こ
と
ば
」
を
述
べ
た
。
 

　
大
友
学
長
が
自
己
紹
介
し
、
続
い
て
壇
上
の

教
員
が
一
人
ひ
と
り
自
己
紹
介
し
、
式
は
滞
り

な
く
終
了
し
た
。
そ
の
後
は
そ
れ
ぞ
れ
、
「
来

賓
懇
親
会
並
び
に
大
学
院
祝
賀
会
」
「
学
科
別

懇
談
会
」
「
大
学
院
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

に
臨
ん
だ
。
 

　
四
月
五
日
、
成
田
国
際
文
化
会
館
に
て
、
成

田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
入
学
式
を
開
催
し
た
。
医
学

部
の
二
期
生
、
成
田
看
護
学
部
・
成
田
保
健
医

療
学
部
の
三
期
生
を
迎
え
る
今
年
、
初
め
て
三

学
部
が
一
堂

に
会
す
る
入

学
式
に
な
っ
た
。
 

　
学
生
有
志

に
よ
る
校
歌

斉
唱
の
あ
と
、

高
木
邦
格
理

事
長
、
大
友

邦
学
長
、
三

浦
総
一
郎
大

学
院
長
、
矢

義
雄
総
長

が
そ
れ
ぞ
れ

式
辞
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
来

賓
を
代
表
し

て
小
泉
一
成

成
田
市
長
か

ら
祝
辞
を
い

た
だ
く
と
、

新
入
生
五
〇
四
人
は
、
こ
の
文
化
と
歴
史
の
街
・

成
田
の
地
で
過
ご
す
学
生
生
活
を
実
り
多
い
も

の
に
す
べ
く
、
誓
い
を
新
た
に
し
た
。
 

　
終
了
後
は
、
成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
Ｗ
Ａ
棟
（
医

学
部
Ⅱ
期
棟
）
の
内
覧
会
を
実
施
し
、
来
賓
約

五
〇
人
が
真
新
し
い
施
設
を
見
学
し
た
。
 

（
総
務
課
　
木
村
裕
幸
） 

東
京
赤
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
 

　
四
月
に
新
設
さ
れ
た
国
際
医
療
福
祉
大
学
 

赤
坂
心
理
・
医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部

と
、
東
京
青
山
か
ら
移
転
し
た
同
大
学
院
の

入
学
式
が
、
四
月
七
日
午
後
、
本
学
東
京
赤

坂
キ
ャ
ン
パ
ス
講
堂
で
執
り
行
わ
れ
た
。
 

　
式
典
に
は
、

赤
坂
心
理
・

医
療
福
祉
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト

学
部
（
心
理

学
科
、
医
療

マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
科
）
の

新
入
生
一
二

三
人
と
、
大

学
院
の
新
入

生
二
四
八
人

の
ほ
か
、
同

学
部
、
大
学

院
の
教
職
員

ら
計
約
五
〇
〇
人
が
出
席
。
校
歌
斉
唱
の
後
、

高
木
邦
格
理
事
長
が
「
学
部
の
皆
さ
ん
は
、

赤
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
一
期
生
と
し
て
の
誇
り
を

持
っ
て
、
優
秀
な
先
生
方
と
信
頼
関
係
を
築

き
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
大
学
院

の
新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、
良
い
研
究
を
し
て

将
来
は
医
療
保
健
分
野
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
式

辞
を
述
べ
た
。
 

　
続
い
て
、
矢

義
雄
総
長
が
「
地
元
の
皆

様
と
積
極
的
に
交
流
し
て
赤
坂
の
新
し
い
歴

史
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
学
園
生
活
を
楽
し
み
、

健
康
に
も
気
を
つ
け
て
勉
学
に
励
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
三
浦
総

一
郎
大
学
院
長
が
「
医
学
・
医
療
の
分
野
は

日
進
月
歩
で
あ
り
、
新
し
い
も
の
を
作
り
上

げ
る
学
術
的
な
創
造
性
が
求
め
ら
れ
る
。
赤

坂
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
、
未
来
に
向
か
っ
て
重

要
な
情
報
を
数
多
く
発
信
し
て
い
き
た
い
」

と
ス
ピ
ー
チ
し
て
、
新
入
生
を
励
ま
し
た
。
 

　
こ
の
後
、
新
入
生
を
代
表
し
て
塚
田
柚
さ

ん
（
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
）
、
松
岡
亮

介
さ
ん
（
大
学
院
医
学
研
究
科
）
が
、
そ
れ

ぞ
れ
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
た
。
 

 

（
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
長
　
小
畑
洋
一
） 

小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 

成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
 

　
小
田
原
保
健
医
療
学
部
・
大
学
院
入
学
式
が

四
月
七
日
、
行
わ
れ
た
。
 

　
天
候
に
恵
ま
れ
、
入
学
式
に
相
応
し
い
春
の

陽
気
の
な
か
、
式
典
で
は
時
田
光
章
小
田
原
市

副
市
長
、
小
森
哲
夫
国
立
病
院
機
構
箱
根
病
院

院
長
、
桃
田
寿
津
代
神
奈
川
県
看
護
部
長
会
会

長
、
鈴
木
悌
介
小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
会
頭

を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓
、
保
護
者
、
教
職

員
に
見
守
ら
れ
、
学
部
新
入
生
二
〇
一
人
（
看

護
学
科
八
六
人
、
理
学
療
法
学
科
七
四
人
、
作

業
療
法
学
科
四
一
人
）
と
、
小
田
原
・
熱
海
キ

ャ
ン
パ
ス
に
所
属
す
る
大
学
院
新
入
生
二
〇
人

（
博
士
課
程
九
人
、
修
士
課
程
一
一
人
）
に
入

学
が
許
可
さ
れ
た
。
 

　
本
学
を
代
表
し
て
、

三
浦
総
一
郎
大
学

院
長
、
松
谷
有
希

雄
副
学
長
よ
り
式

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

学
部
新
入
生
を
代

表
し
て
、勝
亦
光
莉

さ
ん（
看
護
学
科
）、

大
学
院
新
入
生
を

代
表
し
て
氏
家
陽

子
さ
ん
（
修
士
課
程
）
か
ら
、
新
入
生
誓
い
の

こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
た
。
勝
亦
さ
ん
は
、
「
初

心
を
忘
れ
ず
、
学
べ
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
、

家
族
や
先
生
方
な
ど
周
り
の
方
々
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
夢
を
か
な
え
る

努
力
を
し
て
い
き
ま
す
」
と
誓
っ
て
い
た
。
 

（
総
務
課
　
高
久
晃
） 



（
入
試
学
生
募
集
課
　
井
上
雅
博
）
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国
際
医
療
福
祉
大
学
の
協
定
校
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル・ナ
ン
ヤ
ン
ポ
リ
テ
ク
ニッ
ク
の
看
護
科
教
員
の
レ
オ
ン・イ

ー
・ム
ン・ジ
ェ
シ
カ
先
生
と
看
護
科
学
生
の
一
〇
人
が
三

月
五
日
か
ら
一
六
日
ま
で
本
学
で
研
修
を
行
っ
た
。 

　
最
初
に
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
校
、放
射
線
・
情
報
科
学

科（
Ｒ
Ｔ
）の
関
連
施
設
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
風
花

苑
」、国
際
医
療
福
祉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

視
察
後
、医
療
福
祉
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
の
小
嶋
章
吾
先

生
に
よ
る
講
義「
日
本
の
医
療
制
度
」を
皮
切
り
に
、看
護

学
科
の
鈴
木
由
美
先
生
の
講
義「
看
護
観（
看
護
と
は
何

か
）」、近
藤
邦
先
生
の
講
義「
関
連
職
種
連
携
教
育
」な
ど

を
受
講
し
た
。続
い
て
、看
護
学
科
の
学

生
と
の
看
護
実
習
室
で
の
実
習
な
ど
を

体
験
し
た
り
し
て
両
国
間
の
医
療
福

祉
事
情
の
相
違
点
等
を
学
習
し
た
。 

　
学
生
ら
と
餅
つ
き
昼
食
会
や
海
外
保

健
福
祉
事
情
で
ナ
ン
ヤ
ン
ポ
リ
テ
ク
ニッ
ク

研
修
に
参
加
し
た
学
生
と
の
親
睦
を
深

め
た
ほ
か
、研
修
最
終
日
に
は
お
お
た
わ
ら
総
合
在
宅
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
民
族
音
楽
の
合
唱
披
露
等
を
通
じ
た

施
設
利
用
者
と
の
親
睦
会
な
ど
の
文
化
交
流
を
重
ね
た
。 

　
一
二
日
か
ら
は
、レ
オ
ン・
イ
ー
・ム
ン・ジ
ェ
シ
カ
先
生
の

教
員
研
修
が
行
わ
れ
、看
護
学
科
の
鈴
木
由
美
先
生
に

よ
る
講
義「
日
本
の
看
護
実
習
」、藤
田
京
子
先
生
に
よ

る
講
義「
日
本
の
看
護
系
大
学
の
研
究
活
動
」、武
田
彩

子
先
生
に
よ
る
講
義「
日
本
の
周
術
期
看
護
」や
ジ
ェ
シ

カ
先
生
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
現
況
説
明
を
行
っ
た
。 

　
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
の
田
口
春
美
看
護
部
長
、塩

谷
病
院
の
村
上
充
子
看
護
部
長
の
協
力
に
よ
る
病
院
視
察

や
三
田
病
院
の
視
察
を
通
じ
て
周
術
期
看
護
に
お
け
る
両

国
の
特
徴
や
そ
の
相
違
点
等
を
習
得
し
研
修
を
修
了
し
た
。 

 

●成田キャンパスにて 

　
国
際
医
療
福
祉
大
学
は
三
月
一
五
日
、ポ
ー
ラ

ン
ド
の
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
医
科
大
学
と
一
般
学
術
交
流

協
定
を
締
結
し
た
。ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
医
科
大
学
は
ポ
ー

ラ
ン
ド
西
部
の
国
内
第
四
の
都
市
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
に
あ

る
医
療
系
大
学
。一
八
一
一
年
に
設
立
さ
れ
、医

学
、歯
学
、薬
学
、医
療
科
学（
看
護
、助
産
、理
学

療
法
、公
衆
衛
生
管
理
を
含
む
）、医
学
大
学
院

を
擁
し
、約
一
〇
〇
〇
人
の

教
員
と
六
〇
〇
〇
人
超
の

学
生
、八
〇
〇
人
超
の
留
学

生
が
在
籍
し
て
い
る
。 

　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
、コ
ッ
ホ
、

エ
ー
リ
ッ
ヒ
な
ど
著
名
な
医

師
が
在
籍
し
て
い
た
こ
と
や
、ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者

を
十
数
人
輩
出
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。 

　
二
〇
一
一
年
に
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
医
科
大
学
か
ら
名

誉
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
本
学
の
北
島
政
樹
副

理
事
長
・
名
誉
学
長
が
親
交
を
重
ね
て
き
た
ボ
イ

チ
ェッ
ク・
キ
ー
ラ
ン
外
科
学
教
授
を
通
し
て
、二
〇

一
七
年
一
二
月
か
ら
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
医
科
大
学
と
学

術
交
流
協
定
締
結
に
向
け
た
協
議
を
開
始
、こ
の

た
び
の
締
結
に
つ
な
が
っ
た
。 

　
欧
州
の
な
か
で
も
著
名
な
伝
統
校
で
あ
り
、医

療
系
大
学
と
し
て
多
大
な
実
績
を
持
つ
ヴ
ロ
ツ
ワ

フ
医
科
大
学
と
の
提
携
は
、本
学
の
教
育
の
発
展

に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、短
期
の
学
生
・
教
員
の
交
流
や
医
学
部
生

の
海
外
臨
床
実
習
研
修
先
と
し
て
交
流
を
図
る

予
定
で
す
。こ
れ
で
本
学
の
海
外
学
術
交
流
協
定

締
結
先
は
四
一
大
学
・
施
設
に
、国
・
地
域
別
に
み

る
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
加
わ
り
、二
三
と
な
っ
た
。 

Inter nat ional  Topics

◆
◆
◆
 

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
医
科
大
学
と
 

学
術
交
流
協
定
を
締
結
 

国
際
ト
ピ
ッ
ク
ス
 

（
東
京
赤
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
　
稲
垣
有
美
） 

（
東
京
赤
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
　
稲
垣
有
美
） 

　
一
日
目
の
午
前
中
に
本
学
の
提
携
医
療
機
関

で
あ
る
チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
を
訪
問
し
、ベ
ト
ナ
ム
の

医
療
・
病
院
事
情
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
、院

内
視
察
を
行
っ
た
。午
後
は
在
ホ
ー
チ
ミ
ン
日
本

総
領
事
館
と
J
I
C
A
南
部
事
務
所
を
表
敬
訪

問
し
て
、現
在
ベ
ト
ナ
ム
国
内
で
進
め
ら
れ
て
い
る

日
本
の
O
D
A
活
動

の
内
容
や
そ
の
意
義
に

つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。 

　
二
日
目
は
再
度
チ
ョ

ー
ラ
イ
病
院
を
訪
問

し
て
入
院
病
棟
や
臨

床
検
査
室
な
ど
を
見

学
し
た
。午
後
は
身
体

障
害
児
や
貧
困
児
童

に
対
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
、

施
設
を
見
学
し
た
。

三
日
目
は
郊
外
視
察

と
し
て
、メ
コ
ン
デ
ル
タ

ク
ル
ー
ズ
の
あ
と
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
関
連
の
施

設
な
ど
を
見
学
し
た
。 

　
最
終
日
は
午
前
中
に
今
回
の
ツ
ア
ー
を
締
め
括

る「
勉
強
会
＆
報
告
会
」
を
行
っ
た
。チ
ョ
ー
ラ
イ

病
院
の
ス
タ
ッ
フ
も
参
加
し
て
、「
医
療
の
多
様
性

と
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文
化
や
国
民
性
を
尊
重
し

た
医
療
の
重
要
性
」な
ど
に
つ
い
て
全
員
で
議
論

し
た
。午
後
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
内
の
観
光
を
楽
し

ん
だ
あ
と
帰
路
に
つ
い
た
。 

◆
◆
◆
 

第
八
回
高
校
生
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者
が
 

ベ
ト
ナ
ム
医
療
福
祉
体
験
ツ
ア
ー
に
参
加
 

（
成
田
保
健
医
療
学
部
作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
 

 
講
師
 
山
口
佳
小
里
） 

　
ネ
パ
ー
ル・
国
立
ト
リ
ブ
バ
ン
大
学
か
ら
医
学
生
五

人
と
マ
ハ
ラ
ジ
グ
ン
ジ
キ
ャ
ン
パ
ス
医
学
部
の
キ
ャ
ン
パ

ス
長
で
あ
る
プ
ラ
タ
ッ
プ・
ナ
ラ
ヤ
ン・
プ
ラ
サ
ッ
ド
教

授
、公
立
カ
ト
マ
ン
ズ
大
学
か
ら
医
学
生
四
人
と
職

務
一
人
の
計
一
一
人
が「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ

ン
」研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
二
月
二
一
日
か
ら
二
八
日
ま

で
の
日
程
で
、来
日
し
た
。 

　
訪
問
し
た
の
は
、国

際
医
療
福
祉
大
学
成

田
キ
ャ
ン
パ
ス
、大
田
原

キ
ャ
ン
パ
ス
、東
京
青
山

キ
ャ
ン
パ
ス
、国
際
医
療

福
祉
大
学
病
院
、三
田

病
院
、山
王
病
院
、新

宿
け
や
き
園
な
ど
。成

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
北

村
聖
医
学
部
長
に
よ

る
講
義「
医
師
と
し
て

の
心
構
え
」や
赤
津
晴

子
医
学
教
育
統
括
セ

ン
タ
ー
長
に
よ
る
講
義

「
二
一
世
紀
の
医
学
教

育
」
を
受
講
、東
京
青

山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
赤
居
正
美
副
大
学
院
長
に
よ
る

講
義「
日
本
の
リ
ハ
ビ
リ
事
情
」を
受
講
し
た
。 

　
グ
ル
ー
プ
施
設
で
は
、医
療
や
福
祉
の
様
々
な
現

場
を
視
察
。本
学
お
よ
び
関
連
施
設
の
多
く
の
方
々

の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
日
本
と
ネ
パ
ー
ル
の
医
療
事

情
や
医
療
制
度
に
つ
い
て
相
互
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、ネ
パ
ー
ル
の
医
学
生
や
教
授
と
の
貴
重
な

交
流
の
機
会
と
な
っ
た
。 

 

◆
◆
◆
 

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
 

研
修
生
受
入
れ
 

◆
◆
◆
 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、ナ
ン
ヤ
ン
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
 

学
生
及
び
教
員
研
修
を
実
施
 

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
国
際
室
　
坂
下
和
彦
） 

●学部新入生代表 鋤 愛稀さん 

●大学院新入生代表 元木文子さん 
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Entrance Ceremony

福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
 

大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
 

　
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
講
堂
に
お
い
て
「
平
成
三

〇
年
度
　
学
部
入
学
式
並
び
に
大
学
院
入
学
式
」

が
四
月
六
日
、

行
わ
れ
た
。
 

　
校
歌
『
未

来
（
あ
す
）

へ
の
扉
』
の

斉
唱
に
続
き
、

高
木
邦
格
理

事
長
、
三
浦

総
一
郎
大
学

院
長
、
外
須

美
夫
副
学
長

が
式
辞
を
述

べ
た
。
続
い
て
、

来
賓
を
代
表

し
て
、
倉
重

良
一
大
川
市
長
、

津
村
洋
一
郎

大
川
商
工
会

議
所
会
頭
か

ら
祝
辞
を
い

た
だ
い
た
。
 

　
こ
れ
を
受

け
て
、
学
部

新
入
生
を
代

表
し
て
鋤

愛
稀
さ
ん
（
医
学
検
査
学
科
）
、
大
学
院
を
代

表
し
て
元
木
文
子
さ
ん
（
医
学
研
究
科
医
学
専

攻
臨
床
医
学
研
究

分
野
博
士
課
程
）

が
そ
れ
ぞ
れ
「
新

入
生
誓
い
の
言
葉
」

を
述
べ
た
。
 

　
最
後
に
、
高
木

理
事
長
よ
り
檀
上

の
教
員
が
一
人
ひ

と
り
紹
介
さ
れ
て

式
は
滞
り
な
く
終

了
。
そ
の
後
は
そ
れ
ぞ
れ
「
来
賓
懇
親
会
並
び

に
大
学
院
祝
賀
会
」
、
「
学
科
別
懇
談
会
」
、

「
大
学
院
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
臨
ん
だ
。
 

■
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
４
１
人
 

保
健
医
療
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
５
２
６
人
 

 

●
 

看
護
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

１
０
８
人
 

 

●
 

理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
９
６
人
 

 

●
 

作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
１
人
 

 

●
 

言
語
聴
覚
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
８
０
人
 

 

●
 

視
機
能
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
 

５
０
人
 

 

●
 

放
射
線
・
情
報
科
学
科
　
　
　
　
　
 

１
２
１
人
 

医
療
福
祉
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
１
３
６
人
 

 

●
 

医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
　

 
１
３
６
人
 

薬
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
９
4
人
 

 

●
 

薬
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

１
９
4
人
 

医
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4
0
人
 

 

●
 

医
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

1
4
0
人
 

成
田
看
護
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
１
０
９
人
 

　

●
 

看
護
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
１
０
９
人
 

成
田
保
健
医
療
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
２
５
５
人
 

 

●
 

理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
８
５
人
 

 

●
 

作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

４
２
人
 

 

●
 

言
語
聴
覚
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

４
２
人
 

 

●
 

医
学
検
査
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
８
６
人
 

赤
坂
心
理
・
 

医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
　

合
計
　
　
１
２
３
人
 

 

●
 

心
理
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

６
９
人
 

 

●
 

医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
　
　
　
　
　
 

５
４
人
 

小
田
原
保
健
医
療
学
部
　

合
計
　
　
　
　
２
０
１
人
 

 

●
 

看
護
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

８
６
人
 

 

●
 

理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

７
４
人
 

 

●
 

作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

４
１
人
 

福
岡
看
護
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
１
０
５
人
 

　

●
 

看
護
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
１
０
5
人
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
２
５
２
人
 

 

●
 

理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
８
０
人
 

 

●
 

作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

４
３
人
 

 

●
 

言
語
聴
覚
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

４
２
人
 

 

●
 

医
学
検
査
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
８
７
人
 

■
大
学
院
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
０
３
人
 

修
士
課
程
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
３
人
 

医
学
研
究
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
１
４
人
 

 

●
 

公
衆
衛
生
学
専
攻
　
　
　
　
　
　
　
 

　
１
４
人
 

医
療
福
祉
学
研
究
科
　
　
　
　
　
　
　
 

２
８
８
人
 

 

●
 

保
健
医
療
学
専
攻
　
　
　
　
　
　
　
 

１
９
３
人
 

 

●
 

医
療
福
祉
経
営
専
攻
　
　
　
　
　
　
　
 

７
０
人
 

 

●
 

臨
床
心
理
学
専
攻
　
　
　
　
　
　
　
　
 

2
5
人
 

薬
科
学
研
究
科
　
　
　
　
　
　
 
　
　
　
 

　
1
人
 

 

●
 

生
命
薬
科
学
専
攻
　
　
　
　
 
　
　
　
 
　
　

1
人
 

博
士
課
程
　

合
計
　
　
　
　
　
　
 
　
　
１
０
０
人
 

医
学
研
究
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
２
５
人
 

 

●
 

医
学
専
攻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
２
５
人
 

医
療
福
祉
学
研
究
科
　
　
　
　
 
　
　
　
 

７
２
人
 

 

●
 

保
健
医
療
学
専
攻
　
　
　
　
 
　
　
　
 

７
２
人
 

薬
学
研
究
科
　
　
　
　
　
　
　
 
　
　
　
 

　
３
人
 

 

●
 

医
療
・
生
命
薬
学
専
攻
　
　
 
　
　
　
 
　
　

３
人
 

 

塩
谷
看
護
専
門
学
校
 

　
塩
谷
看
護
専
門
学
校
は
四
月
六
日
、
本
校

講
堂
で
入
学
式
を

執
り
行
い
、
新
た

に
四
二
人
が
入
学

し
た
。
 

　
来
賓
の
矢
板
市

の
齋
藤
淳
一
郎
市
長
、

塩
谷
郡
市
医
師
会

の
佐
藤
勇
人
理
事
、

公
益
社
団
法
人
栃

木
県
看
護
協
会
の

渡
邊
カ
ヨ
子
会
長

か
ら
お
祝
い
の
言

葉
を
い
た
だ
い
た
。
 



Greet ings Greet ings

九州大学医学部卒業。医学博士。佐賀大学名誉教授。前高邦会高木
病院病院長。米国イェール大学セントラファエル病院放射線診断科レジ
デント、米国テキサス大学ＭＤアンダーソン病院フェロー、九州国際重粒子
線がん治療センター長を歴任。放射線診断専門医（日米）、医師免許（日米）。 

　
国
際
医
療
福
祉
大
学
グ

ル
ー
プ
の
母
体
で
あ
る
高
邦

会
高
木
病
院
の
病
院
長
を

経
て
、こ
の
四
月
に
着
任
し

ま
し
た
。本
学
部
は
筑
後
川

河
口
の
家
具
の
ま
ち
福
岡

県
大
川
市
に
あ
り
、理
学
療

法
、作
業
療
法
、言
語
聴
覚
、

医
学
検
査
の
４
学
科
を
擁

し
ま
す
。本
学
部
に
隣
接
す
る
高
木
病
院
に
は
学
部
保
有
の
大

型
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
施
設
も
あ
り
、病
院
職
員
、学
部
教
員
、学

生（
院
生
も
）は
、授
業
に
、実
習
に
、診
療
に
、研
究
に
と
、日
常

的
に
交
流
を
も
っ
て
い
ま
す
。新
任
の
学
部
長
と
し
て
は
こ
の
立

地
と
協
力
関
係
を
さ
ら
に
生
か
し
、こ
の
地
域
か
ら
世
界
に
は
ば

た
く
医
療
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
を
育
成
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

工
藤
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
　

学
部
長
 

　
「
ス
ト
レ
ス
社
会
」
と
言

わ
れ
、心
の
ケ
ア
の
重
要
性

が
指
摘
さ
れ
る
中
、医
学
的

な
知
識
を
生
か
し
た
臨
床

に
強
い
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ス
ト

レ
ス
は
、よ
く
万
病
の
元
と

言
わ
れ
ま
す
が
、上
手
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
れ
ば
自
分
の

心
を
飛
躍
・
進
歩
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
時
代

は
、心
の
弱
い
部
分
だ
け
に
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、心
の
強
み

を
生
か
し
、そ
れ
を
探
索
す
る
新
し
い
心
理
学
が
必
要
で
す
。本

学
科
で
は
、最
先
端
の
心
理
学
を
取
り
入
れ
、発
展
さ
せ
る
と
同

時
に
、全
国
に
多
数
あ
る
附
属
・
関
連
病
院
と
も
連
携
し
、大
学

院
と
の
一
体
教
育
を
行
う
こ
と
で
、社
会
で
活
躍
で
き
る
心
の

専
門
家
の
育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。 

中
田
　
光
紀
 

赤
坂
心
理
・
医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
　

心
理
学
科
長
 

東京医科大学卒、医学博士。前東京医科大学老年病
学教授、前東京医科大学病院病院長、日本老年医学
会認定医、指導医、国際医療福祉大学塩谷病院高齢
者総合診療科部長。国際医療福祉大学医学部教授 

早稲田大学、上智大学大学院を経て、東京大学大学院
医学系研究科（医学博士）。前産業医科大学教授。独）
労働安全衛生総合研究所研究員、米国疾病予防センタ
ー国立労働安全衛生研究所チーム・リーダーなどを歴任。 

　
東
京
赤
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
・

医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
で
は
、

人
口
減
・
超
高
齢
化
と
I
T

の
進
化
・
普
及
で
変
革
期
に

あ
る
日
本
の
医
療
・
福
祉
を
、

チ
ー
ム
で
支
え
る
人
材
を
育

て
ま
す
。
医
療
、経
営
、情

報
の
三
分
野
の
学
修
で
、卒

業
後
は
医
療
・
福
祉
の
現
場

は
も
ち
ろ
ん
、健
康
政
策
を
担
う
官
公
庁
や
、健
康
医
療
分
野

に
参
入
す
る
一
般
企
業
に
も
活
躍
の
場
が
広
が
り
ま
す
。す
で

に
授
業
が
始
ま
っ
て
お
り
、一
期
生
の
皆
さ
ん
が
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。専
門
知
識
を
学
ん
で
資
格

を
取
得
す
る
と
同
時
に
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
、

だ
れ
も
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
た
め
に
貢
献
す

る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。 

小
畑
　
洋
一
 

赤
坂
心
理
・
医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
　

医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
長
 

早稲田大学文学部卒業。読売新聞社会保
障部長、社会福祉法人・読売光と愛の事業
団常務理事などを経て、国際医療福祉大学
広報部長。 

　
赤
坂
心
理
・
医
療
福
祉
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
長
の
高
橋

泰
で
す
。
今
後
、人
工
知
能

や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
が

進
む
一
方
、ス
ト
レ
ス
が
増

大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。こ
の
よ
う
な
社
会
の

急
速
な
変
化
に
対
応
す
る

時
に
最
も
必
要
と
な
っ
て
く

る
分
野
は
、「
心
の
ケ
ア
」と「
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」で
す
。心

理
学
科
で
は
、今
後
社
会
で
急
速
に
必
要
と
さ
れ
る「
臨
床
分

野
」で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
で
は
、医
療
と
経
営
と
情
報
の
三

領
域
の
講
義
や
実
習
を
通
し
、「
デ
ー
タ
の
活
用
」に
強
い
医
療

界
や
周
辺
領
域
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
養
成
を
目
指
し
ま
す
。 

二
つ
の
新
し
い
学
科
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
願
い
ま
す
。 

高
橋
　
泰
 

赤
坂
心
理
・
医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
　

学
部
長
 

金沢大学医学部卒業。東京大学医学系大学院(医学博
士)。米国スタンフォード大学アジア太平洋研究所客員研
究員、ハーバード大学公衆衛生校武見フェロー、第14回
日本医療経営学会学術集会・総会大会長などを歴任。 

　
こ
の
度
、成
田
保
健
医
療

学
部
医
学
検
査
学
科
の
学

科
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。 

長
年
の
臨
床
経
験
、そ
し
て

成
田
と
福
岡
の
教
員
や
事

務
の
方
々
と
協
力
し
、国
家

試
験
合
格
は
も
と
よ
り
、医

療
人
と
し
て
の
使
命
と
資

質
を
も
ち
、高
度
・
先
進
医

療
、チ
ー
ム
医
療
そ
し
て
国
際
貢
献
に
順
応
で
き
る
人
材
を
育

成
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、大
学
院
の
臨
床
検
査
学

分
野
長
と
し
て
も
、教
育
お
よ
び
研
究
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。責
任
の
重
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、国
際
医
療
福
祉

大
学
グ
ル
ー
プ
に
お
ら
れ
ま
す
恩
師
の
先
生
、知
人
の
先
生
方
と

一
緒
に
志
を
持
て
る
こ
と
の
嬉
し
さ
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。ど

う
ぞ
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

長
沢
　
光
章
 

成
田
保
健
医
療
学
部
　

医
学
検
査
学
科
長
 

防衛医科大学校病院検査部、東北大学病院
診療技術部副部長・検査部門長・臨地教授
などを歴任。東邦大学にて博士（医学）取得。
日本臨床衛生検査技師会代表理事・副会長。 

　
四
月
よ
り
、保
健
医

療
学
部
看
護
学
科
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
大

田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、自
然

豊
か
な
教
育
環
境
に
あ
り
、

志
を
持
っ
て
学
ぶ
学
生
に

と
っ
て
魅
力
的
な
と
こ
ろ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
超

高
齢
社
会
が
進
展
す
る
中
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
主
体
的
な
生
の
全
う
を
支
援
す
る
こ
と

を
考
え
た
時
、看
護
職
者
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
考
え
て

い
ま
す
。大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、看
護
の

基
礎
力
を
高
め
、時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
看
護
の
役
割
認
識
と

実
践
力
を
持
ち
社
会
に
貢
献
で
き
る
看
護
職
の
輩
出
に
、学
科

教
員
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。よ
ろ

し
く
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

野
呂
千
鶴
子
 

保
健
医
療
学
部
　

看
護
学
科
長
 

看護師・保健師免許取得後、三重県保健所保健師および健
康づくり政策、医療政策に従事。三重大学大学院医学系研
究科で修士（看護学）、神戸大学大学院人間発達環境学研
究科で博士（学術）を取得。2007年から三重県立看護大学、
園田学園女子大学において公衆衛生看護学教育に従事。 

　
こ
の
た
び
、
九
州
地
区
担
当
の
副
学
長
お
よ
び
九
州
地
区

生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
三
月

ま
で
は
九
州
大
学
病
院
で
麻
酔
科
医
と
し
て
手
術
医
療
、
ペ

イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
お
よ
び
緩
和
医
療
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
危
機
管
理
・
安
全
管
理
担
当
の
副
病
院
長
と
し

て
医
療
安
全
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
日
本
麻
酔
科
学
会
の

理
事
長
と
し
て
麻
酔
科
専
門
医
の
育
成
お
よ
び
安
全
な
周
術

期
医
療
の
充
実
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
 

　
本
学
は
わ
が
国
の
医
療
福
祉
分
野
を
幅
広
く
支
え
る
医
療

ス
タ
ッ
フ
の
育
成
に
長
年
取
り
組
み
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
成

果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
私
も
本
学
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

医
療
全
般
に
わ
た
る
総
合
的
な
人
材
育
成
に
携
わ
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
て
、
本
学
で
質
の
高
い
医
療
福
祉
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
育

て
ら
れ
る
よ
う
尽
力
い
た
し
ま
す
。
 

　
九
州
地
区
の
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
人
材
育
成
と
個

人
に
合
わ
せ
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
チ
ー
ム
医
療
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
医
療
倫
理
、
感
染
管
理
な
ど
を
骨

格
と
し
た
生
涯
教
育
の
実
践
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
本
学
の
持
つ
自
由
闊
達
な
雰
囲
気
の
中
、
理
想
の
夢
を
追

い
か
け
る
先
進
的
で
挑
戦
的
で
進
取
的
な
風
土
に
な
じ
ん
で
、

微
力
を
発
揮
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
支
援
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

外
　
須
美
夫
 

医
療
福
祉
を
実
践
で
き
る
人
材
を
育
て
る
 

副
学
長
・
九
州
地
区
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
長
 

九州大学卒。医学博士。前九州大学医
学研究院麻酔・蘇生学教授。厚生労働
省認可 麻酔科標榜医、日本麻酔科学
会認定 麻酔科指導医・専門医、日本ペ
インクリニック学会認定医。 

　
こ
の
た
び
、成
田
看
護

学
部
の
学
部
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
松
谷
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
に
お

け
る
保
健
医
療
福
祉
の

教
育
・
研
究
の
拠
点
と

し
て
、優
れ
た
内
容
を

世
界
に
発
信
し
具
現
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の一
端
を
担
う
看
護
は
人
々
の
健
康
に
自
ら
を
介
し
て
直
接
か
か

わ
る
働
き
で
す
。そ
の
働
き
の
質
を
整
え
、遍
く
届
け
る
た
め
の
学

問
が
看
護
学
で
す
。技
術
の
進
歩
が
目
覚
ま
し
い
中
、人
と
人
と
の

か
か
わ
り
を
大
切
に
す
る
看
護
は
そ
の
存
在
価
値
を
増
し
て
い
ま

す
。I
U
H
W
グ
ル
ー
プ
全
体
で
保
健
医
療
福
祉
の
新
し
い
価
値
を

創
造
す
る
し
く
み
を
構
築
し
、世
界
に
発
信
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。 

松
谷
美
和
子
 

成
田
看
護
学
部
　

学
部
長
 

聖路加看護大学（現：聖路加国際大学）卒業、米国ピッツ
バーグ大学大学院看護学研究科修了（Master of Nursing, 
University of Pittsburgh）、東京大学大学院医学系研究
科修了（保健学博士）。前聖路加国際大学看護学部長・
同大学院看護学研究科教授。東京都福祉局看護師等修
学資金貸与事業委員会委員長、日本看護学教育学会理事。 　

本
学
開
学
二
年
目
の
一

九
九
六
年
に
入
職
し
て
か
ら

二
三
年
目
の
春
を
迎
え
る

に
至
り
、こ
の
度
、成
田
保

健
医
療
学
部
の
学
部
長
の

任
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

本
学
は
医
療
福
祉
分
野
の

総
合
大
学
と
し
て
栃
木
県

大
田
原
市
に
開
学
し
て
以

来
約
四
半
世
紀
と
な
り
、こ

の
間
に
小
田
原
、大
川
、福
岡
、成
田
、東
京
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス（
今
四

月
、東
京
赤
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
）と
発
展
を
続
け
、今
や
押
し
も
押

さ
れ
も
せ
ぬ
存
在
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。そ
れ
は
卒
業
生
達
が
各
々
の

職
場
で
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
な
仕
事
を
し
て
活
躍
し
て
い
る
お
か
げ
で

も
あ
り
、大
学
の
伝
統
は
在
学
生
と
卒
業
生
、教
職
員
が
一
緒
に
創

り
上
げ
て
い
く
も
の
だ
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。今
後
も
生
涯
教
育

も
含
め
て
質
の
高
い
ヘ
ル
ス・プ
ロ
フェッ
シ
ョ
ナ
ル
の
育
成
に
努
め
ま
す
。 

城
間

将
江
 

成
田
保
健
医
療
学
部
　

学
部
長
 

琉球大学農学部卒業、オレゴン大学大学院で言語病理学・聴能学の
修士、東京大学大学院医学研究科で医学博士を取得。大田原キャン
パス保健医療学部言語聴覚学科長、成田保健医療学部 言語聴覚学
科長を歴任。２０１７年、国内初の言語聴覚療法に関する国際学会「第
10回アジア環太平洋音声言語聴覚学会学術大会」で大会長を務めた。 

　
保
健
医
療
学
部
言
語

聴
覚
学
科
長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。二
〇
一
二
年

に
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
言

語
聴
覚
学
科
に
赴
任
し
、

二
〇
一
五
年
か
ら
副
学
科

長
を
つ
と
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。こ
の
た
び
、

学
科
長
に
就
任
し
、大
変

光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、そ
の
責
務
の
重
さ
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。 

　
言
語
聴
覚
学
科
は
、歴
代
の
学
科
長
の
も
と
、豊
か
な
人
間
性
と

科
学
的
・
論
理
的
思
考
能
力
、専
門
的
な
知
識
と
技
術
を
有
す
る

言
語
聴
覚
士
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。本
学
科
の
良
き
伝

統
を
大
切
に
し
、新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
こ
と
で
、さ
ら
な
る
発
展

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

阿
部
　
晶
子
 

保
健
医
療
学
部
　

言
語
聴
覚
学
科
長
 

東京女子大学文理学部心理学科卒。国立身体障害者リハビリテーション
センター学院　聴能言語専門職員養成課程卒。筑波大学教育研究科カ
ウンセリング専攻リハビリテーションコース修了、修士（リハビリテーション）、
博士（心身障害学）。東京都医学研究機構・東京都神経科学総合研究所、
国立障害者リハビリテーションセンター学院言語聴覚学科を経て本学着任。 

　
こ
の
た
び
、塩
谷
看
護
専
門
学

校
学
校
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

本
校
は
、一
九
六
六
年
准
看
護
学

校
と
し
て
開
校
し
、栃
木
県
厚
生

連
塩
谷
看
護
専
門
学
校
を
経
て

二
〇
〇
九
年
四
月
に
現
在
の
看

護
専
門
学
校
と
な
っ
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。以
来
、本
学
の
掲
げ

る「
チ
ー
ム
医
療
・
チ
ー
ム
ケ
ア
に

貢
献
で
き
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
育
成
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、行
き
届
い
た
看
護
教
育
と

気
力
溢
れ
る
学
生
の
力
で
発
展
し
た
看
護
学
校
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。事
実
、

常
に
高
い
看
護
師
国
家
試
験
合
格
率
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

　
今
後
は
こ
の
よ
う
な
高
い
レ
ベ
ル
を
堅
持
し
つ
つ
、患
者
様
中
心
の
多
職
種

連
携
チ
ー
ム
の
中
で
専
門
的
な
役
割
を
十
二
分
に
発
揮
で
き
る
優
秀
な
看
護

師
を
輩
出
す
べ
く
、即
戦
力
と
な
る
看
護
師
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
く
所

存
で
す
。皆
様
方
の
ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 岩
本
　
俊
彦
 

塩
谷
看
護
専
門
学
校
　

学
校
長
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博
士
課
程
　
保
健
医
療
学
専
攻
　
 

理
学
療
法
学
分
野
 

T
handa

　A
ye

（
タ
ン
ダ
・
エ
イ
） 

The International University of 
Health and Welfare (IUHW) has a 
short history of providing educa-
tion and training compared to 
other universities in Japan. How-
ever, its dedicated professional lec-
turers, variety of teaching meth-
ods focused on learners, and 
modern facilities create an innova-
tive, dynamic learning environ-
ment for students. During my two-
year masterﾕs program in health 
sciences, I realized that IUHW is not only a school but 
also a home where mentors act as parents and other 
students act as brothers and sisters. They were willing 
to give me advice when I needed it, and my supervisors 
drove me more than 20 times on sunny and rainy days 
to collect data for my research without complaining. As 
a foreign student, I encourage junior students to partici-
pate in the school's activities because doing so will help 
them become more confident and easily integrate in 
the university. Furthermore, they can meet many peo-
ple, make new friends, and learn more. I believe that 
with the experience and knowledge I gained at IUHW, 
I will certainly achieve success in the future.

The doctoral program for Physical Therapists 
(PTs) is not available in Myanmar at the mo-
ment. International University of Health and 
Welfare (IUHW) in Japan offers the scholar-
ship programs for PTs in Myanmar through 
the academic interaction agreement with three 
medical universities in Myanmar over the past 
few years. As I wanted to be a qualified leader 
of PTs, I applied for IUHW scholarship to 
study three-year doctoral program in 2015. 
I was able to do main graduation research and 
other small researches, and share the research 
findings as journal publications and conference presentations dur-
ing my study period at IUHW. 
The best thing about the education system of IUHW is “student-
centered approach”. IUHW provides an opportunity for both na-
tional and international students to network, share each other's cul-
ture, and make a global society. I was able to learn not only study 
but also Japanese language and culture. Three-year study period 
has broadened my horizon and given me a good relation between 
Japan and Myanmar.  
I have brought back the knowledge and skills that I have learnt at 
IUHW to Myanmar. I am now trying, with the support of the Rec-
tor and my colleagues, to establish the doctoral program for PTs at 
the University of Medical Technology, Yangon in near future.

　
今
私
た
ち
は
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。大
学
生
活
で
は
、数
多
く
の
貴
重
な
経
験

と
、か
け
が
え
の
な
い
人
々
と
の
出
会
い
や
自
分
自
身

と
向
き
合
う
時
間
の
中
で
、人
間
と
し
て
大
き
く
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
諸
先
生
方
に
は
、専
門
職
と
し
て
の
知
識
や
技
術

に
留
ま
ら
ず
、社
会
人
や
医
療
人
と
し
て
の
心
得
な
ど

数
多
く
の
こ
と
を
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。臨
床
実

習
に
お
い
て
は
、自
ら
の
未
熟
さ
を
痛
感
し
将
来
に
不

安
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、常
に
努
力
し
続

け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
た

こ
と
が
自
信
に
繋
が
り
ま
し
た
。こ
の
四
年
間
共
に
支

え
合
っ
て
き
た
友
人
達
、そ
し
て
陰
な
が
ら
見
守
っ
て
く

れ
た
家
族
に
は
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

　
今
後
私
達
に
は
多
く
の
困
難
や
岐
路
が
待
ち
受
け

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
達
で

す
が
、国
際
医
療
福
祉
大
学
で
学
べ
た
こ
と
に
誇
り

を
持
ち
、相
手
の
立
場
に
立
っ
た
医
療
や
福
祉
を
実

践
す
る
こ
と
で
、共
に
生
き
る
社
会
の
実
現
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
要
旨
） 

卒
業
生
総
代
 

大
学
院
総
代
 

大
学
院
長
賞
 

卒
業
生
総
代
・
学
長
賞
 

学
長
賞
・
大
学
院
賞
 

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 
 

医
療
福
祉
学
部
　
 

医
療
福
祉
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
 

井
上
　

亜
佳
音
 

博
士
課
程
　
 

保
健
医
療
学
専
攻
　
 

理
学
療
法
学
分
野
 

T
handa

　A
ye 

（
タ
ン
ダ
・
エ
イ
） 

博
士
課
程
　
 

保
健
医
療
学
専
攻
　
 

言
語
聴
覚
分
野
 

大
内
田
　

博
文
 

修
士
課
程
　
 

保
健
医
療
学
専
攻
　
 

助
産
学
分
野
 

的
場
　

美
千
代
 

看
護
学
科
　
 

君
島
　
　

理
沙
 

不
安
を
乗
り
越
え
大
き
く
成
長
 

学
び
溢
れ
る
四
年
間
を
通
し
て
 

卒
業
生
総
代
（
一
二
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
 

保
健
医
療
学
部
 

小
田
原
保
健
医
療
学
部
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
 

福
岡
看
護
学
部
 

医
療
福
祉
学
部
 

薬
学
部
 

　
本
学
で
の
四
年
間
は
日
々
の
勉
強
に
追
わ
れ
つ
つ
も
、

友
人
と
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。入
学
し

た
ば
か
り
の
こ
ろ
は
作
業
療
法
士
へ
の
理
解
は
曖
昧
な

も
の
で
し
た
が
、実
習
な
ど
を
経
て
、作
業
療
法
士
は

様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
お
り
、患
者
さ
ん
の
生
活
に

密
着
し
た
職
業
で
あ
り
、と
て
も
や
り
が
い
が
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。楽
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
半
面
、

実
習
や
国
家
試
験
の
勉
強
は
辛
く
、挫
け
そ
う
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、共
に
切
磋
琢
磨
し
合
え
る

友
人
、熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
支
え

ら
れ
、無
事
に
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
、作
業
療
法
士
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、患
者
さ
ん
に
と
っ

て
家
族
の
よ
う
な
医
療
人
に
な
れ
る
よ
う
に
精
一
杯

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

▼
 

（
栃
木
県
立
黒
磯
高
等
学
校
出
身
） 

修
士
課
程
 

保
健
医
療
学
専
攻
　 

作
業
療
法
学
分
野 

D
o N
goc T

ung

（
栃
木
県
立 

 

大
田
原
女
子
高
等
学
校
出
身
） 

理
学
療
法
学
科
　
 

佐
藤
　

佳
奈
 

（
福
島
県
立 

  

郡
山
東
高
等
学
校
出
身
） 

作
業
療
法
学
科
　
 

小
野
寺
　

美
紀
 

（
岩
手
県  

水
沢
第
一
高
等
学
校
出
身
） 

言
語
聴
覚
学
科
　
 

舟
守
　

千
瑞
子
 

（
栃
木
県
立 

大
田
原
女
子
高
等
学
校
出
身
） 

視
機
能
療
法
学
科
　
 

能
登
山
　

桃
子
 

（
栃
木
県
立 

大
田
原
女
子
高
等
学
校
出
身
） 

放
射
線
・
情
報
科
学
科
　
 

近
田
　

実
紀
 

（
茨
城
県
立 

下
館
第
一
高
等
学
校
出
身
） 

看
護
学
科
　
 

黒
岩
　

薫
 

（
神
奈
川
県
立 

  

茅
ヶ
崎
北
陵
高
等
学
校
出
身
） 

薬
学
科
　
 

湯
山
　
　

円
晴
 

（
栃
木
県
立 

大
田
原
女
子
高
等
学
校
出
身
） 

理
学
療
法
学
科
　
 

西
本
　

早
織
 

（
東
京
都
立 

  

国
立
高
等
学
校
出
身
） 

理
学
療
法
学
科
　
 

新
郷
　

怜
 

（
佐
賀
県
立 

 

唐
津
西
高
等
学
校
出
身
） 

作
業
療
法
学
科
　
 

佐
藤
　

里
佳
 

（
熊
本
県
立 

　熊
本
北
高
等
学
校
出
身
） 

言
語
聴
覚
学
科
　
 

三
野
　

倭
歩
 

（
熊
本
県
立 

　玉
名
高
等
学
校
出
身
） 

医
学
検
査
学
科
　
 

西
之
園
　

栞
 

（
福
岡
県
立 

  

春
日
高
等
学
校
出
身
） 

医
療
福
祉
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
　
 

井
上
　
　

亜
佳
音
 （栃
木
県
立
黒
磯
高
校
出
身
） 

卒
業
生
総
代
（
一
二
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
 

作
業
療
法
学
科
 

赤
塚
　

み
な
み
 

大
学
院
総
代
（
一
二
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
 

（
神
奈
川
県
立
厚
木
東
高
等
学
校
出
身
） 

卒
業
生
総
代
（
一
二
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
 

看
護
学
科
 

白
井
　

杏
奈
 （福
岡
県
立
福
岡
高
等
学
校
出
身
） 

小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 

小
田
原
保
健
医
療
学
部
　
 

作
業
療
法
学
科
 

赤
塚
　

み
な
み
 

（
神
奈
川
県
立
厚
木
東
高
等
学
校
出
身
） 

福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
 

福
岡
看
護
学
部
　
 

看
護
学
科
 

白
井
　

杏
奈
 

（
福
岡
県
立
福
岡
高
等
学
校
出
身
） 

　
大
学
生
活
は
日
々
の
専
門
性
高
い
授
業
に
加
え
、

海
外
研
修
、臨
地
実
習
、保
健
師
実
習
な
ど
の
様
々

な
経
験
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
、看
護
と
は

何
か
を
含
め
私
自
身
の
考
え
方
や
生
き
方
を
見
つ
め

直
し
、自
分
が
目
指
す
理
想
の
自
分
を
追
究
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、本
学
科
を
晴
れ
晴
れ
し

く
卒
業
で
き
た
の
は
苦
楽
を
共
に
し
た
友
人
、先
生

方
、臨
地
実
習
で
お
世
話
に
な
っ
た
指
導
者
の
方
々
、

患
者
さ
ん
な
ど
多
く
の
人
々
の
支
え
の
お
か
げ
で
あ

り
、本
当
に
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
医
療

職
者
と
し
て
、患
者
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
看
護
を

行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、他
職
種
と
の
連
携
を
通
し
、

多
方
面
の
視
点
か
ら
柔
軟
な
考
え
方
や
対
応
が
で

き
る
看
護
師
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。 

　
私
が
大
学
院
修
士
課
程
を
目
指
し
た
理
由
は
、大
学
卒
業

後
、放
射
線
治
療
を
専
門
に
臨
床
業
務
と
研
究
も
続
け
て
い

ま
し
た
が
、臨
床
業
務
の
傍
ら
研
究
を
行
う
上
で
、効
率
よ
く

研
究
を
論
理
的
に
か
つ
正
し
く
伝
え
る
た
め
に
基
礎
か
ら
研

究
手
法
ま
で
を
今
一
度
学
び
直
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。 

　
修
士
課
程
在
籍
中
は
、自
ら
の
専
門
分
野
以
外
の
研

究
を
聞
く
こ
と
に
よ
る
収
穫
や
、自
分
の
研
究
を
他
分

野
へ
伝
え
る
事
の
大
変
さ
、さ
ら
に
は
社
会
人
修
士
と
い

う
形
で
あ
っ
た
の
で
、よ
り
効
率
的
に
研
究
を
行
う
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
色
々
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。目
標
を
持
ち
、計
画
的
に
行
動
す
る
事
の
大
切
さ

を
痛
感
し
た
二
年
間
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
最
後
に
修
士
課
程
二
年
間
は
仕
事
と
の
両
立
で
、大
変

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、職
場
の
理
解
、国
際
医
療
福
祉
大
学

の
教
職
員
の
皆
様
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
て
こ
そ
続
け
ら
れ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
の
場
を
お
借
り
し
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。修
士
課
程
で
の
経
験
を
生
か
し
、こ
れ
か
ら
も
臨
床
に

結
び
つ
く
研
究
が
続
け
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

修
士
課
程
 

保
健
医
療
学
専
攻
　
 

放
射
線
・
情
報
科
学
分
野
 

高
橋
　
良
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学
長
賞
 



　
三
月
一
六
日
、
本
学
に
て
千
葉
県
立
成
田
国

際
高
等
学
校
（
以
下
、
成
田
国
際
高
）
と
高
大

連
携
に
関
す
る
協
定
調
印
式
を
行
っ
た
。
成
田

国
際
高
か
ら
は

校
長
の
渡
邉
信

治
先
生
、
教
頭

の
小
林
裕
先
生
、

本
学
か
ら
は
大

友
邦
学
長
、
杉

原
素
子
学
部
長

が
出
席
し
た
。
 

　
成
田
国
際
高

は
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
指
定
校
で
、
成
田
キ

ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
高
大
連
携
事
業
の
協
定
第

一
号
と
な
っ
た
。
今
後
、
留
学
生
を
含
め
た
本

学
の
学
生
が
イ
ベ
ン
ト
、
授
業
、
課
外
活
動
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
成
田

国
際
高
生
と
交

流
を
深
め
る
ほ
か
、

本
学
の
教
員
に

よ
る
出
張
講
義

な
ど
、
教
育
面

で
の
情
報
交
換

も
行
っ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。
 

　
四
月
七
日
、
医
学
部
W
A
棟
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
内
Ｂ
Ｌ
Ｓ
室
で
、
入
学
し
た

ば
か
り
の
医
学
部
一
年
生
一
四
〇
人
が
Ｂ
Ｌ
Ｓ

普
通
救
命
講
習

を
受
講
し
た
。

四
七
台
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
と
Ａ
Ｅ

Ｄ
が
用
意
さ
れ
、

三
人
一
グ
ル
ー
プ

と
な
っ
て
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
、人
工

呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

操
作
な
ど
を
体

験
し
た
。
 

　
こ
う
し
た
大

規
模
な
講
習
が

実
現
し
た
の
は
、

昨
年
、
上
級
救

命
・
普
及
員
講

習
を
修
了
し
た

二
年
生
四
五
人
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
し
て
参

加
し
た
こ
と
に
よ
る
。
上
級
救
命
・
普
及
員
講

習
は
普
通
救
命
講
習
の
内
容
に
加
え
、
小
児
・

乳
児
の
心
肺
蘇
生
法
、
外
傷
時
の
手
当
、
保
温

法
、
体
位
管
理
法
、
搬
送
法
を
学
び
、
実
技
試

験
と
筆
記
試
験
を
受
け
て
修
了
と
な
る
。
成
田

市
消
防
本
部
の
隊
員
と
本
学
教
員
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
な
が
ら
、
緊
張
気
味
の
新
入
生
を
堂
々

と
指
導
す
る
姿
は
、
後
輩
を
迎
え
た
一
期
生
の

立
場
を
物
語
っ
て
お
り
、
彼
ら
の
今
後
の
さ
ら

な
る
活
躍
に
期
待
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

チ
ー
ム
の
ひ
と
つ
「
ア
フ
ガ
ン
７
」
は
、
使
わ

な
く
な
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
子
ど
も
た
ち
に
寄
贈
す
る
活
動
を
し
て
い
る
。
 

以
前
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
処
分
に
迷
っ
た
と
き
に
、

教
育
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
に
こ

れ
を
役
立
て
る
活
動
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
サ

ー
ク
ル
に
入
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
参
加
を

決
心
し
た
。
初
め
て
の
試
み
な
の
で
、
団
体
選
び
、

費
用
、
回
収
方
法
、
期
間
、
場
所
な
ど
や
る
べ

き
課
題
が
次
か
ら
次
へ
と
出
て
き
た
。
何
よ
り
、

ラ
ン
ド
セ
ル
が
集

ま
ら
な
け
れ
ば
始

ま
ら
な
い
の
で
、

成
田
市
内
の
小
中

学
校
に
呼
び
掛
け
た
。

ま
た
、
公
津
の
杜

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
「
も
り
ん

ぴ
あ
こ
う
づ
」
に

宣
伝
・
回
収
場
所

な
ど
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
予
想

を
上
回
る
二
二
五
個
、

学
内
で
も
六
個
集
ま
っ
た
。
ど
れ
も
カ
ラ
フ
ル

で
新
品
同
様
。
子
ど
も
た
ち
が
大
切
に
使
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

子
ど
も
た
ち
も
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
と
思
う
。
 

今
後
は
、
学
用
品
な
ど
も
寄
贈
で
き
た
ら
い
い

と
思
っ
て
い
る
。
 

　
看
護
学
科
四
年
生
の
小
鍛
冶
渚
砂
さ
ん
が
長

野
県
で
一
月
下
旬
に
開
か
れ
た
第
三
〇
回
全
日

本
学
生
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
選
手
権
大
会
の
女
子
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
ク
ロ
ス（
以
下
S
X
）に
お
い
て
二
連
覇

を
果
し
た
。
兄
の
航
さ
ん
も
男
子
S
X
で
入
賞

し
兄
弟
そ
ろ
っ
て
表
彰
台
に
上
が
っ
た
。 

　
S
X
は
冬
季
五
輪
の
正
式
種
目
で
あ
り
、複

数
の
選
手
が
一
斉
に
滑
走
し
、雪
で
作
っ
た
凸
凹

な
ど
を
通
過
し
な
が
ら
い
ち
早
く
ゴ
ー
ル
を
目

指
す
競
技
。
滑
走
時
時
速
八
〇
キ
ロ
ほ
ど
に
な

り
雪
上
の
格
闘
技
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。 

　
小
鍛
冶
さ
ん
は
二
連
覇
に
向
け
て
夏
は
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、冬
は
ス
キ
ー
場
で
の
弱
点
克
服
に

励
ん
で
き
た
。今
春
四
年
生
に
な
っ
た
小
鍛
冶
さ

ん
は
、学
業
と
競
技
を
両
立
さ
せ
て
来
年
は
看

護
師
と
し
て
社
会
に
、そ
し
て
競
技
で
は
世
界
を

目
指
し
た
い
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。 

　
韓
国
コ
ニ
ャ
ン
大
学
の
看
護
学
科
二
・
三
年
生
の

一
三
人
と
教
員
一
人
が
二
月
三
日
か
ら
一
四
日
、研

修
の
た
め
来
日
し
た
。 

　
今
年
は
本
校
の
教
育
の
特
長

で
あ
る「
関
連
職
種
連
携
と
看

護
の
専
門
性
」を
テ
ー
マ
に
講
義
、

演
習
、施
設
見
学
を
取
り
入
れ

た
。施
設
見
学
で
は
九
州
大
学

病
院
、福
岡
県
看
護
協
会
、そ
の

後
、高
木
病
院
、柳
川
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
、柳
川
療
育
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
見
学
し
た
。「
多

様
で
立
派
な
施
設
に
行
く
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
。各
施
設
で
詳
し
い
説
明
を
聞
い

て
か
ら
見
学
が
で
き
た
の
で
理
解
し
や
す
か
っ
た
」「
病

院
の
特
別
な
設
備（
I
C
U・H
C
U
）や
関
係
者
の
お

話
も
聞
け
て
と
て
も
よ
か
っ
た
」な
ど
と
好
評
だ
っ
た
。 

　
学
生
交
流
で
は
本
学
部
一
、二
年
生
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
学
生
を
募
り
、早
く
か
ら
学
生
た
ち
が
企
画
、

準
備
を
行
っ
た
。施
設
見
学
や
演
習
に
も
参
加
し
、

学
生
に
と
っ
て
も
良
い
刺
激
と
な
り
、有
意
義
な
経

験
と
な
っ
た
。帰
国
後
に「
研
修
発
表
を
聞
い
た
多

く
の
学
生
の『
国
際
医
療
福
祉
大
学
の
研
修
に
参

加
し
た
い
』」と
の
声
が
届
き
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
ナ
ー
ス

を
め
ざ
し
た
有
意
義
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
た
。 

 

　
ふ
く
ふ
く
プ
ラ
ザ（
福
岡
市
市
民
福
祉
プ
ラ
ザ
）

で
二
月
二
四
日
行
わ
れ
た
福
岡
市
介
護
実
習
普
及

セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
タ
に
、本
学
部
の
学
生
二
人
と
地
域

交
流
小
委
員
会
メ
ン
バ
ー
五
人
が
参
加
し
、『
折
り

紙
』活
動
を
通
じ
た
地
域
交
流
を
目
的
と
し
て
、

「『
折
り
紙
』体
験
ブ
ー
ス
」を
提
供
し
た
。 

　
同
フ
ェ
ス
タ
は
毎
年
の

べ
二
千
人
超
の
来
場
者

が
あ
り
、イ
ベ
ン
ト
全
体

は
認
知
症
に
関
す
る
講

演
会
、ミ
ニ
シ
ネ
マ
上
映
会
、

運
動
教
室
、自
分
史
の

展
示
、音
楽
療
法
の
実

演
な
ど
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。本
学
ブ
ー
ス
で
は
、

『
折
り
紙
』活
動
で
得
ら
れ
る
効
用
を
示
し
た
パ
ネ

ル
展
示
と
資
料
配
布
、実
際
に
菜
の
花
や
桜
の
折

り
紙
と
そ
れ
ら
の
パ
ー
ツ
を
貼
り
付
け
て
カ
ー
ド
を

制
作
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
。 

　
介
護
事
業
所
に
勤
務
す
る
介
護
・
看
護
職
者
や

家
庭
介
護
者
、高
齢
者
、子
ど
も
連
れ
の
お
母
さ
ん

ら
五
八
人
が
来
場
さ
れ
、学
生
・
教
員
と
共
に
制
作

に
取
り
組
ん
だ
。施
設
で
の
活
動
の
参
考
に
し
た
い

と
の
声
、創
作
活
動
が
苦
手
な
高
齢
者
へ
の
す
す
め

方
を
お
尋
ね
に
な
る
方
、遊
び
を
実
践
す
る
中
で

子
ど
も
の
成
長
や
セ
ン
ス
に
気
付
い
て
喜
ば
れ
る
方
、

得
意
な
作
品
を
披
露
さ
れ
る
方
な
ど
様
々
な
反

応
が
あ
っ
た
。『
折
り
紙
』活
動
の
拡
張
性
を
感
じ

る
と
と
も
に
、一
人
ひ
と
り
を
対
象
に
学
生
・
教
員

が
対
応
す
る
こ
と
で
大
学
や
看
護
に
つ
い
て
紹
介
で

き
る
機
会
と
も
な
っ
た
。 

　
福
岡
看
護
学
部
の
公
開
講
座
と
し
て
三
月
一

三
日
、「
糖
尿
病
予
防
セ
ミ
ナ
ー
」（
場
所
　
福
岡

市
生
の
松
原
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
集
会
場
）を
実
施

し
た
。 

　
仙
波
洋
子
講
師
に
よ
る「
糖
尿
病
予
防
―
食

事
と
運
動
、何
が
で
き
そ
う
？
―
」と
題
し
た
講
義

で
は
、食
品
成
分
表
の
見
方
、食
品
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
と
運
動
消
費
カ
ロ
リ
ー
に
つ
い
て
具
体
例
を
示

し
な
が
ら
解
説
し
た
。講
義
後
、椅
子
に
座
っ
て
で

き
る
有
酸
素
運
動
を
森
雄
太
助
教
、阿
南
沙
織

助
教
が
実
演
し
、参
加
者
の
皆
さ
ん
と
共
に
合
計

三
〇
分
ほ
ど
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
実
施
し
た
。 

　
一
七
人
の
参
加
者
は

地
域
の
自
主
グ
ル
ー
プ「
グ

リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」で
、年
間
を
通

じ
て
活
動
を
さ
れ
て
お
り
、

食
品
や
運
動
に
つ
い
て

活
発
な
質
問
が
あ
り
、

運
動
で
も
皆
さ
ん
汗
ば

む
ほ
ど
熱
心
に
取
り
組

ま
れ
て
い
た
。 

　
終
了
後
は
参
加
者
、地
域
交
流
小
員
会
メ
ン
バ

ー
五
人
全
員
で
、お
茶
菓
子
を
楽
し
み
な
が
ら
地

域
で
の
暮
ら
し
、高
齢
者
の
見
守
り
、終
活
、グ
ル
ー

プ
旅
行
、子
育
て
支
援
な
ど
様
々
な
お
話
を
伺
う

機
会
を
得
た
。少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
は
す
べ

て
の
対
象
に
働
き
か
け
、活
動
の
充
実
感
が
増
す

だ
け
で
な
く
、地
域
住
民
の
声
が
聞
こ
え
、そ
れ
を

通
じ
て
大
学
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と

な
っ
た
。 

:
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キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 
●
大
田
原
　

●
成
田
 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

●
福
岡
　

●
大
川
 

●アフガニスタンに向けて送り出されるランドセル 

●左より、小林教頭、渡邉校長、大友学長、杉原学部長 

●2/17に行われた成田山新勝寺交流会： 
　成田国際高のディベートクラブの生徒が 
　本学の留学生別科生を英語で観光案内した。 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

第11回 

成
田
 （

広
報
 
金
井
雅
之
）
 

（
広
報
 
金
井
雅
之
）
 

（
言
語
聴
覚
学
科
二
年
 
足
立
愛
生
）
 

（
看
護
学
科
　
准
教
授
　
入
江
浩
子
）
 

（
学
生
・
国
際
係
　
杉
原
活
郎
）
 

成
田
国
際
高
等
学
校
と
 

高
大
連
携
に
関
す
る
協
定
に
調
印
 

●47体のシミュレータが並んだ壮観な講習会場 

医
学
部
一
年
生
が
 

ウ
ェ
ル
カ
ム
Ｂ
Ｌ
Ｓ
講
習
を
受
講
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
が
 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
 

ラ
ン
ド
セ
ル
を
寄
贈
 

小
鍛
冶
さ
ん
　
 

全
日
本
学
生
ス
ノ
ボ
二
連
覇
 

コ
ニ
ャ
ン
大
学
受
入
研
修
 

福
岡
市
介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー
 

フ
ェ
ス
タ
に
参
加
 

韓
国
テ
グ
ハ
ニ
大
学
 

研
修
生
受
け
入
れ
 

Campus report Campus report

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

第113回 

大
田
原
 

　
（
総
務
係
 
平
田
智
美
）
 

（
総
務
係
 
平
田
智
美
）
 

　
（
福
岡
看
護
学
部
国
際
交
流
小
委
員
会
委
員
長 
山
口
み
ど
り
）
 

公
開
講
座
 

〜
糖
尿
病
予
防
セ
ミ
ナ
ー
〜
 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

福
岡
 

第36回 

　
韓
国
大
邱
韓
医
大
学
臨
床
検

査
学
科
の
学
生
一
一
人
、引
率
教

員
一
人
が
一
月
一
三
日
か
ら
一

九
日
ま
で
福
岡
保
健
医
療
学
部

で
研
修
を
行
っ
た
。本
研
修
は
二
〇
一
五
年
度
よ
り
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、今
年
度
で
三
回
目
。 

　
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
講
義
、実
習
、施
設
見
学
、学
生
交

流
に
分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
福
岡
保
健
医
療
学
部
医
学
検

査
学
科
の
教
員
と
学
生
が
中
心
と
な
り
実
施
し
た
。今

回
初
の
試
み
と
し
て
、隣
接
す
る
高
木
病
院
内
に
設
置
さ

れ
た
福
岡
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
医
学
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
、超

音
波
実
習
を
行
っ
た
。医
学
検
査
学
科
の
安
田
聖
子
助

教
の
指
導
の
も
と
、韓
国
学
生
は
高
性
能
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

を
用
い
た
画
像
診
断
・
プ
ロ
ー
ブ
操
作
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

熱
心
に
取
り
組
み
、「
画
像
診
断
に
必
要
な
解
剖
学
・
病

理
学
的
知
識
も
深
め
ら
れ
る
。侵
襲
性
の
低
い
超
音
波

検
査
の
意
義
は
韓
国
で
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、こ
の
よ
う
な

実
習
は
初
め
て
」と
興
奮
し
た
面
持
ち
で
感
想
を
語
っ
た
。 

　
学
生
交
流
で
は
、本
学
学
生
と
と
も
に
太
宰
府
天
満

宮
、九
州
国
立
博
物
館
を
観
光
し
た
。日
本
の
学
生
と

親
睦
を
深
め
つ
つ
、日
本
の
文
化
や
歴
史
に
触
れ
る
機
会

と
な
っ
た
よ
う
だ
。 

　
二
〇
一
三
年
に
交
流
協
定
を
締
結
し
た
大
邱
韓
医

大
学
と
本
学
と
は
医
学
検
査
学
科
を
中
心
と
し
た
結

び
つ
き
が
強
く
、今
年
度
の
海
外
研
修
で
は
医
学
検
査

学
科
の
学
生
五
四
人
が
大
邱
韓
医
大
学
の
研
修
に
参
加

し
た
。 

 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

第50回 

大
川
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タ
イ
で
の
一
二
日
間
は
私
に
刺
激
と
感
動
を
与

え
て
く
れ
た
。タ
イ
語
や
タ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
の
文
化

を
学
べ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、タ
イ
の
伝
統
的

な
治
療
や
そ
れ
と
対
照
的
な
最
先
端
の
医
療
の
両

方
の
現
場
を
知
っ
た
り
、エ
イ
ズ
患
者
の
悲
惨
な
現

状
を
目
の
当
た
り
に
し
た
り
し
た
。 

　
し
か
し
、何
よ
り
も
強
く
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

タ
イ
の
人
々
の
優
し
さ
で
あ
る
。ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
学
で

は
電
光
掲
示
板
に
私
た
ち
の
名
前
を
表
示
し
て
歓
迎

し
て
く
れ
た
り
、現
地
の
先

生
方
は
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
様
々
な
場
所
へ
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
た
。ま
た
、屋
台

の
お
ば
さ
ん
は
こ
れ
で
も
か

と
い
う
ほ
ど
サ
ー
ビ
ス
し
て

く
れ
た
。タ
イ
で
関
わ
っ
た

み
な
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し

て
い
る
。こ
の
研
修
で
で
き

た
経
験
も
思
い
出
も
、全
て

が
大
切
な
宝
物
で
あ
る
。 

　
赤
道
直
下
の
都
市
国
家
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
二
月
二
四

日
か
ら
三
月
五
日
ま
で
研
修
を
行
っ
た
。見
学
に
訪
れ

た
チ
ャ
ン
ギ
総
合
病
院
な
ど
医
療
福
祉
施
設
は
ど
こ
も

非
常
に
清
潔
で
最
新
の
機
器
が
完
備
さ
れ
て
お
り
、学

生
た
ち
か
ら
は
し
ば
し
ば
驚
き
の
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

そ
の
一
方
、ナ
ン
ヤ
ン・
ポ
リ
テ
ク
ニッ
ク
で
行
わ
れ
た
講

義
で
は
、少
子
高
齢
化
な
ど
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
社
会
が
直
面

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。 

　
も
ち
ろ
ん
現
地
の
保
健
福
祉
事
情
を
知
る
の
が
本

研
修
の
主
目
的
だ
が
、英
語
な
ど
複
数
の
言
語
を
使
い

な
が
ら
多
民
族
が
共
存

す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、あ

る
意
味
で「
国
際
社
会
」

の
縮
図
で
あ
る
。そ
の
現

実
を
見
て
学
生
た
ち
が「
国

際
的
で
あ
る
」と
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
、そ
の
片

鱗
を
つ
か
ん
で
く
れ
た
ら

と
も
思
っ
た
。 

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
日
本
と
同
じ
く
高
齢
社
会
で
あ

り
、高
齢
者
の
健
康
を
増
進
さ
せ
、か
つ
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
な
施
設
が
た
く
さ
ん
整
備
さ
れ
て
い

た
。そ
の
中
で
も
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
高
齢

者
用
住
宅
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム
で
あ
る
。そ
こ
に
は
認
知

症
患
者
の
記
憶
に
残
り
や
す
い
色
を
使
っ
た
家
具

や
、セ
ン
サ
ー
で
生
活
行
動
の
異
変
を
読
み
取
り
家

族
に
知
ら
せ
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
あ
り
、一
人
で
も
安

全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
た
。 

　
ま
た
、現
地
の
医
療
事
情
に
関
す
る
講
義
を
英

語
で
聴
講
し
た
こ
と
や
ナ
ン
ヤ
ン・ポ
リ
テ
ク
ニッ
ク
の

学
生
と
の
交
流
も
海
外
研
修
で
し
か
味
わ
え
な
い

貴
重
な
体
験
だ
っ
た
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
見
学
に
訪

れ
た
医
療
福
祉
施
設
だ
け
で
は
な
く
観
光
地
も
素

晴
ら
し
く
、と
て
も
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
。 

●グリフィス大学の学生と行ったビーチバレーの様子 

●クリスチャン大学　Farewell Partyにて 

●Allamanda Private Hospitalにて 

●全員でグレートバリアリーフを満喫！ ●シンガポールのシンボル「マーライオン」像（右）の前で 

●修了式-ホーチミン市医科薬科大学にて 
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The Overseas Training The Overseas Training

　
講
義
や
施
設
見
学
を
通
し
て
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

な
ら
で
は
の
医
療
の
問
題
点
や
日
本
と
の
違
い
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。授
業
形
式
は
日
本
と
は
大
き
く

異
な
り
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
主
と
し
て
進
め
ら
れ

た
。医
療
英
語
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、授
業
内
容
の

理
解
や
自
分
達
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
に
苦
し
む

こ
と
も
あ
っ
た
が
、み
ん
な
で
協
力
し
乗
り
切
る
こ

と
が
で
き
た
。日
を
重
ね
る
ご
と
に
慣
れ
、と
て
も

活
発
な
授
業
に
な
っ
た
。自
分
の
意
見
を
人
に
伝
え

る
と
い
う
姿
勢
が
今
回
の
研
修
で
皆
、身
に
付
い
た
。 

　
ま
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
英
語
漬
け
の
毎
日
を
過
ご

す
こ
と
で
、TO

M
O
D
AC
H
I H
O
U
R

の
際
に
も
活

発
に
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
。医

療
・
日
常
生
活
の
両
面
で
充
実
し
た
研
修
で
あ
っ
た
 

　
研
修
前
は
、ま
だ
日
本
の
病
院
で
研
修
し
た
こ
と

も
な
く
、ベ
ト
ナ
ム
で
の
病
院
研
修
に
対
し
て
不
安
を

感
じ
て
い
た
。し
か
し
、案
内
し
て
く
れ
た
病
院
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
の
丁
寧
な
指
導
で
不
安
は
す
ぐ
に
消
え
た
。 

　
病
院
研
修
で
は
四
日
熱
マ
ラ
リ
ア
と
三
日
熱
マ
ラ

リ
ア
の
鑑
別
方
法
を
実
際
の
検
体
を
用
い
な
が
ら

解
説
し
て
く
れ
た
り
と
貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と

が
で
き
、勉
強
に
な
っ
た
。ま
た
研
修
中
、メ
ン
バ
ー
同

士
で
互
い
に
感
想
や
意

見
を
出
し
合
え
る
環

境
が
自
然
と
出
来
上

が
り
、話
し
合
い
か
ら

多
く
の
学
び
や
気
づ
き

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
方
、研
修
を
通
し
て

自
分
の
勉
強
不
足
に

も
気
づ
か
さ
れ
た
。今

ま
で
以
上
に
勉
強
に

取
り
組
ん
で
い
こ
う
と

思
う
。 

　
今
回
の
海
外
研
修
を
通
し
て
、参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

が
学
べ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。そ
の
中
で
も
私
が
海

外
研
修
に
参
加
し
た
か
ら
こ
そ
学
べ
た
と
思
う
こ
と

は
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
だ
。海
外
研
修
で
は

様
々
な
国
の
人
と
同
じ
ク
ラ
ス
で
英
語
の
授
業
を
受

講
し
、会
話
が
必
須
と
さ
れ
る
機
会
が
多
々
あ
っ
た
。 

　
私
自
身
英
語
を
話
す
こ
と
を
得
意
と
し
な
か
っ

た
た
め
、最
初
は
受
け
身
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。だ

が
、回
を
重
ね
る
ご
と
に
相
手
に
自
分
の
意
見
を
伝

え
た
い
と
思
い
拙
い
英
語
と
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
何
と
か

話
す
こ
と
が
で
き
た
。そ
れ
以
降
、英
語
を
必
要
と

す
る
と
き
は
話
す
こ
と
を
恐
れ
ず
自
分
の
持
て
る

力
で
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。こ
れ
は
今

後
の
生
活
に
も
通
じ
る
学
び
だ
と
思
う
。今
後
は
自

分
の
持
つ
力
で
様
々
な
こ
と
に
恐
れ
ず
挑
戦
し
た
い
。 

　
成
田
と
大
田
原
の
学
生
三
八
人（
途
中
参
加
者
一

人
）と
教
員
二
人
は
、
一
月
二
七
日（
土
）オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
一
四
日
間
の
研
修
に
向
け
て
出
発
し
た
。当
研
修

の
目
的
は
語
学
研
修
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
医
療
福
祉

事
情
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 

　
語
学
研
修
で
は
、ま
ず
英
語
力
に
応
じ
て
四
ク
ラ
ス

に
分
か
れ
て
研
修
を
受
け
た
。現
地
の
医
療
福
祉
の

事
情
に
つ
い
て
は
、高
齢
者
施
設
や
大
学
病
院
の
見
学
、

そ
の
他
にTAFE

で
認
知
症
や
介
護
技
術
に
関
す
る

講
義
が
あ
っ
た
。オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
介
護
技
術
は
介

護
者
保
護
の
た
め
法
律
に

よ
り
機
械
を
使
う
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、お

互
い
の
国
の
特
徴
や
課
題

を
確
認
す
る
良
い
機
会
と

な
っ
た
。グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材

育
成
の
た
め
に
は
こ
の
よ
う

な
海
外
研
修
が
重
要
で
あ
る
が
、引
率
教
員
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
たTAFE

の
担
当
者
、通
訳
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
、国
際
室
の
方
々
に
は
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。 

　
本
研
修
は
、二
キ
ャ
ン
パ
ス
二
学
科
の
学
生
計
一
一

人
が
参
加
し
た
。チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
及
び
ホ
ー
チ
ミ
ン

医
科
薬
科
大
学
病
院
研
修
で
は
医
療
事
情
を
、見

学
ツ
ア
ー
で
は
ベ
ト
ナ
ム
の
文
化
や
歴
史
を
学
ん
だ
。 

　
二
つ
の
病
院
で
は
、ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
の
温
か
い

ご
配
慮
に
よ
り
安
心
し
て
研
修
で
き
た
。学
生
達

は
文
化
的
な
背
景
に
よ
る
差
異
や
多
様
性
、本
質

的
な
も
の
の
不
変
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
し
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
医
科
薬
科
大
学
の
学
生
達
と
の
交
流

TO
M
O
D
AC
H
I H
O
U
R

も
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。 

　
初
日
二
時
間
遅
れ
の
出
発
で
夜
中
の
午
前
三
時

半（
日
本
時
間
）に
ホ
テ
ル
到
着
と
い
う
状
況
に
始

ま
り
、最
高
気
温
三
五
度
の
中
で
の
研
修
で
あ
っ
た

が
、全
員
元
気
に
、事
故
も
な
く
最
終
日
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
。皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
し
た
い
。 

 

　
学
生
二
四
人
と
引
率
教
員
二
人
で
一
月
二
七
日

か
ら
一
〇
泊
一
一
日
の
タ
イ
の
研
修
に
出
発
し
た
。

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
学
の
支
援
を
受
け
、夏
季
に
続
き

二
回
目
の
研
修
で
あ
る
。
寺
院
を
利
用
し
た

H
I
V
ホ
ス
ピ
ス
施
設
、私
立
病
院
や
公
立
病
院
、

老
人
施
設
な
ど
を
見
学
し
、タ
イ
の
医
療
事
情
の一

端
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

　
ま
た
、タ
イ
伝
統
の
ハ
ー
ブ
や
マッ
サ
ー
ジ
を
活
用

し
て
い
る
点
も
文
化
的
背
景
を
感
じ
さ
せ
、興
味

深
か
っ
た
。学
生
と
共
に
見
学
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に

同
行
し
、彼
ら
が
異
文
化
の
中
に
飛
び
込
み
、壁
を

感
じ
な
が
ら
も
生
き
生
き
と
活
動
す
る
様
子
を
み

な
が
ら
共
に
過
ご
せ
た
こ
と
は
、引
率
教
員
自
身
に

と
っ
て
も
有
意
義
で
あ
っ
た
。今
回
の
経
験
が
彼
ら

の
血
肉
と
な
り
、広
い
視
野
と
深
い
洞
察
を
育
ん
で

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。 

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ケ
ア
ン
ズ
に
は
、小
田
原
キ
ャ

ン
パ
ス
、成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
学
生
一
四
人
が
参
加

し
た
。学
生
諸
君
は
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
生
活
を
通
じ

て
異
文
化
の
中
で
生
活
を
経
験
し
、各
々
の
家
庭

生
活
を
満
喫
し
た
よ
う
で
あ
る
。 

　TAFE

（Technical and Further Education

）

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、英
語
で
表
現
す
る
楽
し
さ
を
学

び
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
保
健
福
祉
事
情
に
つ
い
て
多

民
族
国
家
な
ら
で
は
の
文
化
的
背
景
を
含
め
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
は
、海
外
研
修
な
ら
で
は
の
醍
醐

味
で
あ
ろ
う
。季
節
は
真
夏
の
雨
期
で
あ
っ
た
が
、高

い
湿
度
と
た
び
た
び
の
豪
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、小

田
原
保
健
医
療
学
部
看
護
学
科
の
青
柳
先
生
と
も

ど
も
、無
事
に
楽
し
く
過
ご
し
た
二
週
間
で
あ
っ
た
。 

　
グ
リ
フ
ィ
ス
大
学
で
の

二
週
間
に
お
け
る
エ
キ

サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
体
験
は
、

学
生
た
ち
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
経
験
に

な
っ
た
。そ
れ
は
研
修

初
日
と
研
修
中
、そ
し

て
帰
国
時
の
表
情
の
違

い
か
ら
も
ひ
し
ひ
し
と

伝
わ
っ
て
き
た
。 

　
英
語
漬
け
の
生
活
体
験
に
よ
っ
て
、異
文
化
の
人
々

と
関
わ
ろ
う
と
す
る
勇
気
と
姿
勢
が
培
わ
れ
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
戸
惑
い
や
た
め
ら
い
も

か
な
り
軽
減
し
た
よ
う
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
経
験

は
、卒
業
後
出
会
う
で
あ
ろ
う
ケ
ア
の
対
象
と
な
る

外
国
人
へ
の
対
応
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
広
げ
る
と
と

も
に
、わ
が
国
の
医
療
を
見
つ
め
直
す
機
会
に
な
り
、

今
後
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
と
し

て
役
に
立
つ
重
要
な
学
習
で
あ
る
と
実
感
し
た
。最

後
に
研
修
中
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。 

　
海
外
保
健
福

祉
事
情
で
多
く
の

こ
と
を
学
ん
だ
。

ま
ず
、日
本
と
の

文
化
の
違
い
で
あ
る
。

日
本
と
は
異
な
る

生
活
様
式
、例
え

ば
食
器
の
洗
い
方

や
風
呂
の
節
水
を

経
験
し
た
。次
に
、

T
A
FE

で
の
英
語

の
勉
強
だ
。日
本
で
の
授
業
は
日
本
語
を
使
う
こ

と
が
で
き
る
が
、英
語
し
か
使
え
な
い
た
め
伝
え
る

言
葉
一
つ
一
つ
を
自
分
の
頭
で
考
え
発
音
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。積
極
的
に
英
語
を
話
す
楽
し
さ

を
学
ん
だ
。最
後
に
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
保
健
医

療
体
制
を
学
び
、先
住
民（
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ー
、ト
レ
ス

海
峡
諸
島
民
）の
健
康
問
題
な
ど
、多
民
族
国
家

な
ら
で
は
の
課
題
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。 

　
多
く
の
こ
と
を
体
験
し
学
習
し
た
こ
と
は
今
回

の
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
現

地
ス
タ
ッフ
に
深
く
感
謝
し
た
い
。 

保
健
医
療
学
部
 

看
護
学
科
　

教
授
　
藤
田
京
子
 

外
国
人
へ
の
対
応
の
 

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
広
げ
る
体
験
に
 

保
健
医
療
学
部
 

看
護
学
科
　

二
年
　
山
田
涼
香
 

身
に
つ
い
た
自
分
の
意
見
を
 

人
に
伝
え
る
姿
勢
 

成
田
保
健
医
療
学
部
 

医
学
検
査
学
科
　

二
年
　
清
水
宏
樹
 

病
院
研
修
の
不
安
を
解
消
し
て
く
れ
た
 

病
院
ス
タ
ッ
フ
の
丁
寧
な
指
導
 

医
療
福
祉
学
部
 

医
療
福
祉
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
　二
年
　島
田
廉
大
 

自
分
自
身
で
意
志
疎
通
を
 

図
る
こ
と
を
学
ぶ
 

重
要
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
 

人
材
育
成
の
た
め
の
海
外
研
修
 

医
療
福
祉
学
部
 

医
療
福
祉
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
　教
授
　
松
永
千
惠
子
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
 

T
A
F
E
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
 

海
外
保
健
福
祉
事
情
 

海
外
保
健
福
祉
事
情
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
 

ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
 

ベ
ト
ナ
ム
 

チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
・
 

ホ
ー
チ
ミ
ン
医
科
薬
科
大
学
病
院
 

学
生
ら
が
感
じ
た
「
多
様
性
、 

本
質
的
な
も
の
の
不
変
性
」
 

成
田
看
護
学
部
　
 

看
護
学
科
　

教
授
　
新
藤
悦
子
 

有
意
義
に
感
じ
た
異
文
化
の
中
、 

活
動
す
る
学
生
ら
の
姿
 

成
田
保
健
医
療
学
部
 

言
語
聴
覚
学
科
　

准
教
授
　
菅
野
倫
子
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
 

グ
リ
フ
ィ
ス
大
学
 

タ
イ
 

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
学
 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
 

チ
ャ
ン
ギ
総
合
病
院
 

ナ
ン
ヤ
ン
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
 

文
化
的
背
景
を
含
め
て
 

学
ぶ
こ
と
が
海
外
研
修
の
醍
醐
味
 

成
田
看
護
学
部
 

看
護
学
科
　

教
授
　
望
月
聡
一
郎
 

多
民
族
国
家
な
ら
で
は
の
 

課
題
 

小
田
原
保
健
医
療
学
部
 

理
学
療
法
学
科
　

二
年
　
内
田
陽
成
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
 

T
A
F
E
ケ
ア
ン
ズ
 

経
験
も
思
い
出
も
全
て
が
大
切
な
宝
物
 

薬
学
部
 

薬
学
科
　

二
年
 
小
杉
真
梨
菜
 

ど
う
感
じ
た
？
多
民
族
が
共
存
す
る
 

「
国
際
社
会
」
の
縮
図
 

医
学
部
教
授
・
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
 

主
任
　
高
須
賀
茂
文
 

印
象
に
残
っ
た
高
齢
者
用
住
宅
の
 

モ
デ
ル
ル
ー
ム
 

小
田
原
保
健
医
療
学
部
 

看
護
学
科
　

二
年
　
稲
葉
日
向
子
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国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
の
武
藤
正
樹
教

授
を
招
き
、
三
月
一
三
日
（
火
）
、
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
パ
ス
講
演
会
を
開
催
し
た
。
ク
リ
テ
ィ
カ

ル
パ
ス
の
概
要
お
よ
び
D
P
C
に
お
け
る
パ
ス

の
活
用
、
地
域
連
携
パ
ス
を
取
り
巻
く
状
況
、

医
療
計
画
に
お
け
る
パ
ス
の
位
置
づ
け
等
に
つ

い
て
講
演
い

た
だ
き
、
職

員
一
〇
三
人

が
受
講
し
た
。
 

　
当
院
で
も

パ
ス
は
運
用

さ
れ
て
い
る

が
、
原
価
計

算
へ
の
対
応
、

臨
床
指
標
の

組
み
込
み
等

ま
で
は
至
っ

て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ

る
。
今
後
は

ア
ウ
ト
カ
ム

（
達
成
目
標
）

を
明
確
に
設

定
し
、
医
療

の
質
向
上
や
効
率
化
に
つ
な
が
る
パ
ス
の
構

築
が
不
可
欠
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
、
講
演
会

を
締
め
く
く
っ
た
。
 

 ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
講
演
会
 

　
第
九
回
塩
谷
病
院
運
営
協
議
会
が
二
月
二
二
日

（
木
）、院
内
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。運
営
協
議

会
は
、栃
木
県
、矢
板
市
な
ど
の
行
政
機
関
や
塩
谷

郡
市
医
師
会
、自
治
会
な

ど
地
域
医
療
関
係
者
を

招
き
、当
院
に
お
け
る
一

年
間
の
実
績
を
報
告
す
る
。

加
え
て
、現
状
の
課
題
や

今
後
の
改
善
策
な
ど
、地

域
の
基
幹
病
院
に
求
め

ら
れ
る
病
院
の
あ
り
方

を
議
論
す
る
場
と
し
て

毎
年
開
催
し
て
い
る
。 

　
今
回
は
栃
木
県
保
健

福
祉
部
医
療
政
策
課
の

渡
辺
晃
紀
主
幹
、塩
谷

郡
市
医
師
会
の
阿
久
津

博
美
副
会
長
よ
り
ご
挨

拶
を
い
た
だ
い
た
後
、事

務
部
長
が
一
年
間
の
実
績
報
告
を
行
っ
た
。そ
の
後
、

矢
板
市
の
齋
藤
淳
一
郎
市
長
、塩
谷
広
域
行
政
組

合
消
防
本
部
の
槇
孝
次
消
防
長
を
は
じ
め
と
す
る

出
席
者
よ
り
意
見
を
頂
戴
し
た
。 

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
で
最
も
多
か
っ
た
の
が「
医
師

確
保
」の
問
題
で
、引
き
続
き
行
政
と
親
密
に
協
力
し

合
う
こ
と
を
お
互
い
に
確
認
し
合
っ
た
。今
後
も
地

域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、他
機
関
と
の
連
携
を
密
に

し
、地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

塩
谷
病
院
運
営
協
議
会
を
開
催
 

　
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
は
一
月
二
十

日
（
土
）
、
市
民
公
開
講
座
「
腎
臓
病
啓

発
セ
ミ
ナ
ー
〜
腎
臓
病
は
万
病
の
も
と
、

あ
な
た
の
腎
臓
気
に
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
〜
」
を
開
催

し
た
。
 

　
腎
臓
内
科
部

長
の
鷲
田
直
輝

先
生
が
腎
臓
の

重
要
な
機
能
の

こ
と
や
腎
臓
病

の
治
療
法
な
ど

に
つ
い
て
詳
し

く
紹
介
、
続
い

て
葛
西
貴
広
先

生
が
透
析
療
法

に
つ
い
て
の
お

話
を
し
た
。
参

加
者
は
三
三
七

人
で
、
活
発
な

質
疑
応
答
も
行

わ
れ
た
。
 

　
二
月
四
日
（
日
）
に
は
市
民
公
開
講
座

「
突
然
死
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〜
心
疾
患
・

脳
卒
中
を
予
防
し
て
突
然
死
か
ら
身
を
守

ろ
う
〜
」
を
開
催
、
二
八
〇
人
が
参
加
し

た
。
救
急
医
療
部
長
の
和
田
崇
文
先
生
、

ハ
ー
ト
リ
ズ
ム
科
部
長
の
福
田
浩
二
先
生
、

冠
疾
患
科
部
長
の
武
田
守
彦
先
生
が
、
そ

れ
ぞ
れ
突
然
死
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
生

活
習
慣
や
、
突
然
死
に
つ
な
が
る
心
疾
患

の
予
防
や
治
療
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
加

え
て
、
救
急
救
命
に
必
要
な
A
E
D
（
体

外
除
細
動
器
）
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

参
加
者
に
救
急
救
命
の
実
践
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
し
て
も
ら
っ
た
。
 

　
地
域
の
消
防
隊
員
の
協
力
も
あ
り
、
救

急
救
命
の
初
歩
的
な
知
識
と
技
術
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
、
実
り
多
い
公
開
講

座
と
な
っ
た
。
 

「
腎
臓
病
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
」
と
 

「
突
然
死
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
 

 
開
催
 

　
国
際
医
療
福
祉
大
学
東
京
赤
坂
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
四
月
、
順
和
会
が
運
営
す
る
山

王
赤
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
山
王
赤
坂
病
児
保

育
室
を
開
設
し
た
。
 

　
山
王
赤
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
月
〜
金
曜
日

の
午
前
は
小
児
科
、
午
後
は
内
科
を
診
療

す
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
、
内
科
の
川
合
陽
子

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
教
授
が
院
長
を

務
め
る
。
小
児

科
は
、
門
脇
弘

子
国
際
医
療
福

祉
大
学
病
院
教

授
が
担
当
。
内

科
・
小
児
科
と

も
に
山
王
病
院

の
経
験
豊
富
な

医
師
が
診
療
に

あ
た
り
、
病
児

保
育
室
の
お
子

様
や
学
生
・
教

職
員
の
方
は
も

と
よ
り
、
ど
な

た
で
も
ご
受
診

い
た
だ
け
る
体

制
が
整
っ
て
い

る
。
 

　
山
王
赤
坂
病

児
保
育
室
は
山

王
赤
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
併
設
し
て
お
り
、

山
王
病
院
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
保
育
士
が

常
駐
し
て
お
子
様
の
体
調
を
見
守
る
。
体

調
急
変
時
に
は
、
山
王
病
院
ほ
か
地
域
の

医
療
機
関
と
連
携
し
、
安
定
し
た
病
児
保

育
を
行
う
。
港
区
で
子
育
て
や
仕
事
を
さ

れ
て
い
る
方
々
に
、
赤
坂
見
附
駅
徒
歩
三

分
と
い
う
交
通
至
便
な
立
地
で
、
安
心
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
病
児
保
育
室
を
め

ざ
し
て
い
る
。
 

山
王
赤
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク
、 

山
王
赤
坂
病
児
保
育
室
を
 

赤
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
設
 

　
国
際
医
療
福
祉
大
学
グ
ル
ー
プ
の
社
会

福
祉
法
人
邦
友
会
は
、
四
月
一
日
に
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
「
国
際
医
療
福
祉

大
学
　

西
那
須
野

キ
ッ
ズ
ハ
ウ
ス
」

を
開
園
し
た
。
 

　
保
育
園
と
幼
稚

園
の
特
長
を
兼
ね

備
え
、
保
育
と
教

育
を
一
体
的
に
行

う
当
園
は
定
員
一

三
五
人
で
、〇
歳（
概

ね
六
ヶ
月
以
上
児
）

か
ら
就
学
前
ま
で

の
お
子
様
が
入
園

す
る
施
設
。
敷
地

面
積
は
七
八
八
八
・
七
六
㎡
、
延
べ
床
面

積
は
一
七
〇
九
・
一
九
㎡
の
平
屋
建
て
で
、

乳
児
室
三
室
、
保
育
室
三
室
、
病
児
・
病

後
保
育
室
一
室
の
ほ
か
、
調
理
室
や
調
乳

室
な
ど
も
備
え
て
い
る
。
 

　
那
須
塩
原
市
で
は
初
め
て
と
な
る
「
病

児
保
育
」
や
、
数
少
な
い
「
休
日
保
育
」

も
行
い
、
隣
接
す
る
国
際
医
療
福
祉
大
学

病
院
と
も
連
携
し
、
万
全
の
医
療
支
援
体

制
を
整
え
て
い
る
。
 

　
開
園
に
先
立
っ
て
、三
月
二
七
日（
火
）に

開
園
式
を
挙
行
。

冒
頭
、
高
木

邦
格
理
事
長

が
「
定
員
一

三
五
人
に
対

し
て
ス
タ
ッ

フ
は
約
四
〇

人
お
り
、
那

須
塩
原
市
で

初
め
て
と
な
る
病
児
保
育
に
も
し
っ
か
り

対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
地

域
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
施
設
に
な
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
、

続
い
て
那
須
塩
原
市
の
君
島
寛
市
長
、
那

須
塩
原
市
議
会
の
山
本
は
る
ひ
副
議
長
か

ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。
 

「
国
際
医
療
福
祉
大
学
　
 

 西
那
須
野
キ
ッ
ズ
ハ
ウ
ス
」
開
園
 

（
総
務
課
　
鈴
木
秀
明
）
 

　
昨
年
度
四
回
目
と
な
る
が
ん
サ
ロ
ン
を
三
月
一
〇

日
、当
院
三
田
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
た
。今
回
は「
が

ん
治
療
中
の
食
事
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
、当
院
緩

和
ケ
ア
チ
ー
ム
の
鈴
木
美
智
江
が
ん
病
態
栄
養
専
門

管
理
栄
養
士
が
講
義
を
行
っ
た
。 

　
が
ん
患
者
様
の
身
体
で
は
が
ん
自
体
に
よ
る
栄
養

障
害
が
生
じ
て
お
り
、さ
ら
に
治
療
の
影
響
で
経
口

摂
取
が
阻
害
さ
れ
、栄
養
障
害
が
進
行
す
る
可
能

性
が
あ
る
。栄
養
障
害
が
進
行
す
る
と
、倦
怠
感
や

意
欲
低
下
を
伴
う
よ
う
に
な
り
、治
療
継
続
が
困

難
に
な
る
場
合
が
あ
る
。そ
の
予
防
と
し
て
患
者
様

自
身
が
工
夫
し
対
策
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

し
て
、食
事
工
夫
の
具
体
例
が
紹
介
さ
れ
た
。 

　
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
食

事
が
摂
れ
ず
に
焦
る
気
持
ち

を
抱
え
て
い
た
が
、き
ち
ん
と

し
た
原
因
が
あ
り
、自
分
だ
け

が
食
べ
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な

い
と
知
り
安
堵
で
き
た
」と
い

う
感
想
が
聞
か
れ
た
。ど
の
よ

う
な
原
因
で
症
状
が
起
き
て
い

る
の
か
、治
療
を
受
け
る
患
者
様
本
人
が
理
解
す
る

こ
と
も
大
切
で
あ
り
、そ
の
理
解
が
患
者
様
の
不
安

軽
減
や
闘
病
意
欲
維
持
に
つ
な
が
る
こ
と
を
再
認

識
し
た
。患
者
様
・
ご
家
族
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見

を
今
後
の
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

　
今
年
度
も
引
き
続
き
、が
ん
サ
ロ
ン
の
開
催
を
予

定
し
て
い
る
。 

 「
が
ん
サ
ロ
ン
和
み
」
を
開
催
 

（
看
護
部
　
が
ん
性
疼
痛
看
護
認
定
看
護
師
　
藤
咲
麻
美
）
 

　
脳
卒
中
は
治
療
法
が
進
み
、
命
を
落
と
す
方
は

減
っ
た
が
、
後
遺
症
に
苦
し
む
方
は
少
な
く
な
い
。

当
院
で
は
ふ
さ
ぎ
込
み
が
ち
に
な
る
方
や
そ
の

ご
家
族
が
気
軽
に
集
ま
り
、
孤
立
し
な
い
よ
う

支
援
す
る
た
め
脳
卒
中
カ
フ
ェ
を
開
催
し
て
い
る
。

二
回
目
を
三
月
二
四
日

に
開
催
。
一
二
名
が
参

加
し
た
。
 

　
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

ミ
ニ
講
座「
知
っ
て
お
く
と

便
利
な
社
会
福
祉
制
度
」

（
岩

進
一
郎
相
談
員
）、

リ
ハ
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る「
自

宅
で
で
き
る
体
操
」、全

員
参
加
の「
ホ
ッ
ト
ケ
ー

キ
作
り
と
お
し
ゃ
べ
り
・
悩
み
相
談
」の
三
つ
。

主
催
者
の
角
田
亘
副
院
長
の
呼
び
か
け
に
応
え
た

成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
P
T
・
O
T
・
S
T
学
科
の

学
生
六
名
と
、
当
院
で
実
習
中
の
小
田
原
キ
ャ
ン

パ
ス
の
P
T
学
科
二
名
が
参
加
し
て
く
れ
た
。
 

　
ミ
ニ
講
座
や
体
操
で
は
、
社
会
福
祉
制
度
や

身
体
の
動
か
し
方
な
ど
に
つ
い
て
、
熱
心
な
質

問
が
あ
っ
た
。
終
了
後
、
参
加
者
か
ら
は
、「
な

か
な
か
こ
う
い
う
会
が
な
く
て
困
っ
て
い
た
の

で
す
。
待
ち
に
待
っ
て
い
ま
し
た
」、「
ホ
ッ
ト
ケ

ー
キ
お
い
し
か
っ
た
。
自
宅
で
も
や
っ
て
み
ま
す
。

次
回
も
必
ず
来
ま
す
」な
ど
の
嬉
し
い
言
葉
を
頂

戴
し
た
。
次
回
は
六
月
二
日
に
開
催
す
る
。
 

第
二
回
脳
卒
中
カ
フ
ェ
を
開
催
 

（
総
務
人
事
課
　
島
田
英
典
）
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（
総
務
・
人
事
課
　
國
分
さ
や
か
） 

（
総
務
企
画
課
　
平
野
幸
宏
） 

（
総
務
課
　
山
本
悦
子
） 

Inst i tut ion InformationInst i tut ion Information

附
属
病
院
 

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院
 

附
属
病
院
 

国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院
 

附
属
病
院
 

国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
 

附
属
病
院
 

国
際
医
療
福
祉
大
学
市
川
病
院
 

施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
 
 
　
　
　
　
●
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院
　

●
国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院
　

●
国
際
医
療
福
祉
大
学
市
川
病
院
　

●
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
 

施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
 
 
　
　
　
　
●
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
　

●
山
王
病
院
 

●山王赤坂病児保育室 ●山王赤坂クリニック 

附
属
病
院
 

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
 

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
 

山
王
病
院
 

●熱海H30.3クリティカルパス講演会について 

●スタッフが見守る中、ホットケーキを作る参加者 

●試食コーナー 

●塩谷病院運営協議会を開催 
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成田キャンパス学生会が新入生オリエンテーションを実施しました！

赤坂キャンパス 入学式「誓いの言葉」

■新入生への紹介冊子を作成

iuhw.naritagakusei@gmail.com
2018年度成田キャンパス学生会メールアドレス

■2018年度学生会メンバー

■日本語版 ■英語版

上段左から：立山未歩、渡邊菜月、渡邉ゆか、吉田涼香、福本七海
下段左から：伊海田彩夏、横町洲真、牧広大、齋藤日華里、鈴木佑実

と
っ
て
お

きの
one-sh

o
t!
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